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まちの 

振り返ってこの1年 

振り返って アルバム 

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
輝
か
し

い
初
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
昨
年
は
、
新
年
度
か
ら
始

ま
る
新
総
合
計
画
の
策
定
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
町
で
は
今
、
少
子

高
齢
化
の
進
行
や
人
口
減
少
な
ど

に
よ
る
地
域
活
力
の
低
下
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
活
力

の
持
続
、
強
化
を
図
る
こ
と
こ
そ

が
、
今
後
の
町
政
運
営
に
お
け
る

最
大
テ
ー
マ
で
あ
り
、
町
の
将
来

像
に
掲
げ
る
「
扇
状
地
に
水
と
幸

せ
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
入
善
」
を
実

現
す
る
最
も
重
要
な
取
組
み
と
し

て
位
置
付
け
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　
私
は
、
人
口
減
少
の
局
面
に
あ
っ

て
も
、
薄
れ
つ
つ
あ
る
人
と
人
と

の
「
縁
」
、
地
域
と
人
と
の
「
絆
」

の
強
化
を
図
り
、「
支
え
合
い
」

の
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
、

地
域
活
力
の
持
続
、
発
展
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
と
り
わ
け
、
絆
の
基
礎
と
な
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
強
化
や

再
構
築
は
、
町
の
将
来
を
築
く
上

で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

と
し
て
、
計
画
策
定
に
特
に
力
を

入
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
実

現
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
本
年
は
「
新
し
い
10
年
の
基
盤

づ
く
り
の
年
」
と
位
置
付
け
、
将

来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
積
極

果
敢
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

消防出初め式の裸放水が
うるおい館前で初披露 
上野・邑町地区で塞の神ま
つり。3月11日、国重要
無形民俗文化財に指定 
第10回ラーメンまつりに
過去最多の20店が出店 
平成32年度までの二酸
化炭素排出削減目標など
をまとめた、地球温暖化
対策地域推進計画を策定 
入善スマートインターチェ
ンジ（スマートIC）の利
用台数が100万台突破。 
16日に感謝キャンペーン 
舟見中学校で閉校式。63
年の歴史に幕を下ろす 
花月公園などの市街地空
間整備事業が完了 
入善、舟見両中学校の統
合式。新たな歩み始まる 
にゅうぜんフラワーロー
ドがスマートIC南側のほ
場で開幕（～4月下旬） 
上海万博・富山県の日の
イベントに椚山獅子舞保
存会が出演（～9日） 
「とれたて入善　まちな
か屋」が市街地に開店 
町防災会議で避難勧告な
どの判断基準を定める 
開館15周年の発電所美術
館で「MYTHOS展」開催。
企画展で最高の6,752人
が観覧（～9月23日） 
石井 一県知事がうるお
い館で、若手経営者と産
業発展の方策を語る 
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4月5日… 
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2010振り返って  アルバム 振り返って 

2010年にお別れ 
今年はどんな１年に 

「深層水浜焼き屋」が活
用施設に開店。焼きたて
深層水アワビに人気が集
まり大盛況（～9月末） 
任期満了に伴う町長選挙
が告示され、米澤町長が
無投票当選。9月1日に4
選目の初登庁 
舟見中の閉校記念祭で校
舎を一般開放(～15日） 
上原、青木両地区で地震
を想定した防災訓練 
新総合計画の基本構想が
町議会で可決 
小摺戸・新屋統合保育所
が黒東小学校前で着工 
スポレクとやま2010・太
極拳大会。県勢も活躍 
クマ対策本部を設置。11
月30日まで警戒を強める 
舟川ダム堤本体のコンク
リート打設工事が完了 
町シルバー人材センター
が設立20周年記念式典 
フォレストグローブ市へ
一般町民・中高生姉妹都
市使節団17人を派遣。交
流を深める（～11月4日） 
おあしす新川の10周年記
念式典で、荒又出身の作
家、青木新門さんが講演 
町商工会が設立50周年を
記念し、花月公園にコシ
ノヒガンザクラを植樹 
民生委員・児童委員と主
任児童委員が一斉改選 
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　平成22年度地域創造大賞（総
務大臣賞）受賞施設にこのほど、
下山芸術の森発電所美術館など
全国8施設が選ばれました。 
　この賞は総務省所管の財団法
人地域創造が、平成16年度に創
設。毎年、創造的で文化的な表
現活動のための環境づくりに
功績があった公立の文化施設を
表彰しているもので、表彰式は
1月21日、東京で行われます。 
　発電所美術館は、大正15年建
設のれんが造りの水力発電所を
改装し、平成7年4月に開館。天
井高10メートルの大空間を生か
した先鋭的な展覧会を開催し、
現代アートの可能性を広げて入
善町の名を全国に発信している
ことなどが認められました。 
　美術館では、本年も魅力ある
展覧会を開催して、皆さんのご
来館をお待ちしています。 

●問い合わせ 
教育委員会事務局文化係 
内線355 
※美術館は3月4日まで冬季休館中 

発電所美術館が 
地域創造大賞に選出 

2011年　 
ことしは卯年です 
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～人のきずなで未来へつなぐ～ 

総
合
計
画
が
完
成

こ
と
し
4
月
、新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
挑
戦
が
始
ま
り
ま
す
 

新
 

2020年の将来像 

扇状地に 水と幸せが 
あふれるまち 入善 

い 
　
平
成
23
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
、
10
年
間
の
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
「
第
6
次
入
善
町
総
合
計
画
」
の
基
本
計
画
が
こ

の
ほ
ど
ま
と
ま
り
、
こ
の
4
月
か
ら
、
新
し
い
将
来
像
の
実

現
に
向
け
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
挑
戦
が
始
ま
り
ま
す
。 

　
今
月
は
、
前
期
5
カ
年
の
基
本
計
画
の
中
か
ら
、
主
な
取

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。 

ま
ち
の
明
る
い
未
来
を
描
く
 

40
施
策 

―
基
本
計
画
か
ら
― 

　
新
総
合
計
画
の
策
定
は
「
町
民

参
画
」
を
基
本
と
し
、
昨
年
度
か

ら
町
総
合
計
画
審
議
会
を
中
心
に

議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

住
民
意
識
調
査
や
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
な
ど
で
、
皆
さ
ん
か
ら
も
貴

重
な
ご
意
見
や
ご
提
案
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

　
計
画
の
中
心
と
な
る
基
本
構
想

は
、
9
月
の
町
議
会
で
議
決
さ
れ
、

そ
の
内
容
は
本
誌
10
月
号
で
も
お

知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
基
本

構
想
に
は
、
10
年
後
の
将
来
像
と
、

そ
の
達
成
に
向
け
た
基
本
理
念
か

ら
導
き
出
さ
れ
た
「
活
か
す
」「
創

る
」「
担
う
」
の
3
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
、
6
つ
の
目
標
、
12
の
政
策
の
柱

な
ど
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

   　
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
前
期
5
カ

年
間
の
基
本
計
画
に
は
、「
農
業
の

振
興
」「
地
域
交
通
の
充
実
」「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
推
進
」

な
ど
、
具
体
的
に
取
り
組
む
40
施

策
を
設
定
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に

数
値
目
標
を
定
め
て
、
4
月
か
ら

体
系
的
に
事
業
を
展
開
し
ま
す
。 

　
次
㌻
か
ら
は
、
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
あ
ら
ま
し
を
、
各
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
紹
介
し
ま
す
。 

い
か
す
・
つ
く
る
・
に
な
う
 

ま
ち
づ
く
り
の
3
テ
ー
マ
 

水と大地の恵みを 

3つの基本テーマ 

豊かな水と恵みにあふれた黒部川扇状地 
誰もが夢と誇りを持って幸せに暮らすことができる 
この環境と人の絆を、次の世代に引き継ぎます 



「名水のまち」の魅力を 
全国に発信します 

新総合計画の基本計画 

｢活かす｣ 
水と大地の恵みを 水と大地の恵みを いかす いかす 

になう つくる 
3つの基本テーマ 3つの基本テーマ 

豊かな水、みどりを守り、未来へつなぐまちづくり 目標1

①豊かな自然環境の保全と継承（自然環境） 
●地下水の保全 

●水を守る町民運動の推進 

●水辺環境の保全と活用 

●自然環境の保全 

●緑化の推進 

②地球環境問題への対応（地球環境） 
●省エネルギーの推進 

●新エネルギー導入の推進 

●ごみ減量化の推進 

●リサイクル活動の推進 

地域資源を活かした魅力あるまちづくり 目標2

③地域資源を活かした産業の振興（産業） 
 ●農業の担い手育成と6次産業化の推進 
●漁業経営の安定化と担い手の確保 
●海洋深層水の活用の促進 
●雇用の安定化 
●企業誘致活動の推進 
●中心市街地のにぎわい創出 
●「入善ブランド」の創造 

 ④地域資源を活かした 
　にぎわいの創出（観光・交流） 
 ●「入善ブランド」の発信 
●町の認知度の向上 
●産業の観光化の推進 
●観光資源の魅力向上 
●国際・地域間交流の推進 

◆地下水保全条例制定事業 
◆地下水位観測システム設置事業 
◆クリーン入善7129大作戦 
◆里山保全事業 
◆地域ふれあい緑化推進事業 
◆ＣＯ2 1万㌧削減プロジェクト 
◆新エネルギー活用調査事業 
◆ごみ分別推進事業 
◆リサイクル推進事業　など 

主な事業 
 

◆農業の担い手育成事業 
◆売れる米づくり事業 
◆漁業新規就業者支援事業 
◆海洋深層水利活用促進事業 
◆商業振興事業 
◆入善ブランド開発事業 
◆観光客アップ作戦事業 
◆名水のまち入善イメージアップ推進事業 
◆国際・地域間交流促進事業　など 

主な事業 
 

豊
か
な
水
や
自
然
環
境
を
後
世
に
伝
え
ま
す
 

―
沢
ス
ギ
を
散
策
す
る
親
子
ら
―
 

◆企業立地助成事業 
◆雇用創出助成事業 
 

10年間の目標値（主なもの） 10年後 
（平成32年度） 

5年後 
（平成27年度） 

現 在 
（平成21年度） 

地下水位の観測地点数の増加 

二酸化炭素（CO2）排出量の削減 

リサイクル率の増加 

9地点 

21.6万㌧ 

13.9%

14地点 

18.2万㌧ 

17%

14地点 

16.6万㌧ 

20%

※ 

 

※目標値は、表示単位未満で切り捨て処理をしています　※CO2排出量の現在値は、平成17年度の推計値です 

10年間の目標値（主なもの） 10年後 
（平成32年度） 

5年後 
（平成27年度） 

現 在 
（平成21年度） 

※「累計」とある項目は、平成23年度からの累計値を目標としています。そのほかは年間目標です 

新規就農者の増加（累計） ※ 

企業立地による新規雇用者数（累計） 
農商工連携による特産品の開発件数（累計） 
観光客の増加 

－ 
－ 
－ 

58.7万人 

15人 
500人 
5品 
78万人 

30人 
1,000人 
10品 
80万人 



誰もが笑顔で暮らせるまちを目指して 
―ハートフル・フェスティバルから― 

人が集い、力を合わせて 地域をともに 快適・安心・健康の暮らしを 

3つの基本テーマ 
｢創る ｣  

快適・安心・健康の暮らしを いかす 

になう つくる つくる 
3つの基本テーマ 3つの基本テーマ 

快適に安心して暮らせるまちづくり 目標3

⑤より快適な生活基盤の構築（生活基盤） 
●幹線道路の整備 
●地域交通の利便性向上 
●魅力ある公園の整備 
●住宅・住環境の整備 
●情報環境の整備 
●下水道の整備・管理 
●簡易水道の整備 
●消雪・除雪の推進 

⑥安全・安心な生活の創造（安全・安心） 
●地域防災力の向上 
●防犯活動の推進 
●交通安全運動の推進 
●消防・救急設備の充実 
●救急体制の強化 

健康で幸せに生涯暮らせるまちづくり 目標4

⑦地域ぐるみで支える福祉の充実（福祉） 
●少子化対策の推進 

●学童保育の拡充 

●保育所の機能強化 

●保育サービスの充実 

●介護支援体制の充実 

●地域ぐるみによる障がい者支援 

⑧生涯健康に暮らせるまちづくりの推進（健康） 
●がんなどの予防の推進 

●高齢者の生きがい創出 

●心の健康づくりの推進 

●救急医療体制の確立 

◆子育て支援事業 
◆学童保育運営事業 
◆統合保育所建設事業 
◆在宅生活支援事業 
◆特別養護老人ホーム整備事業 
◆障がい者地域生活支援事業 
◆がん予防プロジェクト 
◆高齢者生きがい対策事業 
◆こころ晴ればれプロジェクト 
◆めざせ生涯現役事業　など 

主な事業 
 

◆幹線町道整備事業　◆地域公共交通活性化事業　◆公園遊具等整備事業 
◆公営住宅整備事業　◆除雪車両整備事業　　　　◆消雪施設更新事業 
◆水道管整備事業　　◆自主防災組織活性化事業 
◆消防防災センター建設事業 
◆防犯灯設置助成事業 
◆交通安全対策推進事業　など 

主な事業 
 

ドッジボールを楽しむ園児たち。
みんなが快適、安心に暮らせる
住環境などの整備を進めます 

10年間の目標値（主なもの） 10年後 
（平成32年度） 

5年後 
（平成27年度） 

現 在 
（平成21年度） 

町営バス利用者数の増加 
町営住宅戸数の増加 
自主防災組織の支部数の増加 
交通事故発生件数の減少 

2.1万人 
263戸 
10支部 
523件 

3万人 
283戸 
20支部 
400件 

4万人 
302戸 
40支部 
250件 

10年間の目標値（主なもの） 10年後 
（平成32年度） 

5年後 
（平成27年度） 

現 在 
（平成21年度） 

179人 
75% 
44人 
51.7% 
－ 

200人 
87.5% 
35人 
60% 
40%

220人 
100% 
20人 
65% 
70%

出生者数の増加 
保育所でのゼロ歳児保育の実施割合の増加 
介護施設への入所待機者数（要介護3以上）の減少 
特定健康診査の受診率の向上 
子宮頚がんワクチンの接種率（中学3年生時） 

けい 



地域コミュニティーの拠
点となる施設の再整備に
当たります 

新総合計画の基本計画 

｢ 担う ｣  
人が集い、力を合わせて 地域をともに 快適・安心・健康の暮らしを 人が集い、力を合わせて 地域をともに いかす 

になう になう つくる 
3つの基本テーマ 3つの基本テーマ 

文化を守り、心豊かな人を育てるまちづくり 目標5

⑨心豊かな人を育てる教育の推進（教育） 
●生きる力を育成する教育の推進 

●学校設備の充実 

●学習機会の充実・提供 

●運動施設の整備・活用 

●スポーツへの参加促進 

●地産地消の推進 

⑩ふるさとの文化の継承と創造（文化） 
●文化財の調査・保存・活用 

●文化財保存活動に対する支援 

●芸術・文化施設の活用 

●芸術・文化活動の振興 

町民と行政がともに支えるまちづくり 目標6

⑪支え合いによるまちづくりの推進（町民参画） 
●地域コミュニティー施設の整備・活用 

●地域コミュニティー組織の育成・活動の推進 

●家庭・社会への参画促進 

●人権教育・啓発の推進 

⑫効率的な行財政運営の推進（行財政運営） 
●町民参画の推進 

●町民活動への支援 

●広報・広聴の充実 

●情報公開の推進 

●行政運営の効率化 

●財政運営の健全化 

◆「14歳の挑戦」事業 
◆生涯学習講座開催事業 
◆トップアスリート育成事業 
◆地産地消推進事業 
◆伝統文化継承推進事業 
◆下山芸術の森企画展示事業 
◆町民会館文化振興事業　など 

主な事業 
 

◆コミュニティー施設建設事業　◆自治振興事業　◆人権啓発事業 
◆地域のささえあい推進事業　◆男女共同参画推進事業 
◆ボランティア活動振興事業　　◆地域ぐるみ除排雪推進事業　など 

主な事業 
 

3つの基本テーマ 

上野・邑町地区に江戸時代後期から 
伝わる塞の神まつり 

さい 

むら 

　新総合計画によるまちづくりが、4月から始まります。町では
現在、新年度予算編成に当たり、その準備を進めています。
また、皆さんに計画内容への理解を深めていただくため、3月
末に計画書の概要版をお届けします。ぜひご一読ください。 
■問い合わせ　企画財政課企画調整係　内線233

新しい10年のスタートに向けて 

10年間の目標値（主なもの） 10年後 
（平成32年度） 

5年後 
（平成27年度） 

現 在 
（平成21年度） 

14.6万冊 
23.2万人 
45.5% 
20団体 
25,872人 

15万冊 
24.5万人 
48% 
22団体 
27,500人 

15.3万冊 
26万人 
50% 
25団体 
30,000人 

図書館での蔵書貸出件数の増加 
社会体育施設の利用者数の増加 
学校給食の地場産食材使用割合の増加 
伝統文化活動団体数の増加 
コスモホールの利用人数の増加 

10年間の目標値（主なもの） 10年後 
（平成32年度） 

5年後 
（平成27年度） 

現 在 
（平成21年度） 

－ 
42団体 

15団体 
52団体 

30団体 
62団体 

地域コミュニティー活動の助成数（累計） 
ボランティア団体登録数の増加 

にざやま 



新総合計画の説明を聞く参加者 
―椚山会場で― 

地域課題を投げ掛ける懇談会参加者 
―入善会場で― 

対
話
対
話
か
ら
 

　
始
ま
始
ま
る
ま
ち
ま
ち
づ
く
り
く
り
 

▽
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
な
ど

で
地
域
活
力
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
人
と
地
域
の
結
び

付
き
、
支
え
合
う
意
識
を
高
め

て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

▽
椚
山
、
野
中
両
地
区
で
本
年

度
か
ら
、
地
域
組
織
の
在
り
方

な
ど
を
検
討
す
る
モ
デ
ル
事
業

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
地
域
が

抱
え
る
問
題
点
を
明
ら
か
に
し

て
今
後
の
方
向
性
を
話
し
合
う

な
ど
、
絆
を
強
化
す
る
新
し
い

取
組
み
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。 

　
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
各
会
場
で
参

加
者
全
員
に
配
布
さ
れ
た
「
ご
意
見
カ
ー

ド
」。
懇
談
会
で
発
言
で
き
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
を
、
自
由
に
書
い
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

  ●
ご
み
処
理
に
お
金
が
か
か
り
過
ぎ
て

い
ま
す
。
何
と
か
各
家
庭
で
ご
み
を

減
ら
せ
る
よ
う
進
め
て
ほ
し
い
で
す
。 

●
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
観
光
と
特

産
物
。
ジ
ャ
ン
ボ
西
瓜
、
ダ
チ
ョ
ウ
、

深
層
水
ア
ワ
ビ
な
ど
、
入
善
町
な
ら

で
は
の
も
の
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

▽
保
管
上
の
問
題
な
ど
か
ら
、

避
難
所
へ
の
非
常
物
資
の
備
蓄

は
し
て
い
な
い
。
毛
布
な
ど
長

期
保
存
が
可
能
な
も
の
は
上
原

保
育
所
横
の
車
庫
、
医
療
救
護

用
品
は
災
害
時
の
救
護
所
と
な

る
サ
ン
ウ
ェ
ル
で
保
管
し
て
い
る
。

食
料
は
流
通
備
蓄
を
基
本
に
企

業
と
協
定
を
結
ぶ
な
ど
し
、
必

要
な
物
資
を
各
避
難
所
に
配
給

す
る
▽
消
防
署
で
心
肺
蘇
生
法
、

応
急
手
当
て
、
消
火
器
の
使
い

方
な
ど
の
講
習
を
開
い
て
い
る

の
で
利
用
し
て
ほ
し
い
。 

▽
フ
ル
生
産
体
制
と
な
っ
た
ウ
ー

ケ
の
第
2
期
整
備
に
期
待
す

る
と
と
も
に
、
新
企
業
の
誘
致

に
地
元
の
協
力
を
お
願
い
す
る

▽
園
家
山
周
辺
に
は
、
キ
ャ
ン

プ
場
や
深
層
水
施
設
、
わ
き
水

な
ど
の
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

周
辺
環
境
の
整
備
は
新
総
合
計

画
に
組
み
入
れ
、
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
や
屋
外
舞
台
な
ど
の
既

存
施
設
の
更
新
・
利
活
用
を
図

る
ほ
か
、
こ
の
地
域
の
在
り
方

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
意

見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
た
い
。 

●
連
帯
感
が
希
薄
化
す
る
地
域

の
活
性
化
策
な
ど
に
つ
い
て
 

●
非
常
品
の
備
蓄
や
救
急
訓
練

な
ど
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
 

●
深
層
水
を
活
用
し
た
企
業
誘

致
や
園
家
山
周
辺
整
備
な
ど
 

▽
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
風
力
発
電

は
安
全
確
保
の
た
め
、
半
径
30

㌔
以
内
に
雷
雲
が
あ
る
と
き
は

停
止
す
る
。
年
間
の
発
電
量
は

計
画
を
上
回
っ
て
お
り
、
採
算

は
取
れ
て
い
る
▽
太
陽
光
発
電

は
公
共
施
設
へ
の
設
置
を
進
め

て
い
る
ほ
か
、
住
宅
へ
の
補
助
制

度
が
あ
る
の
で
利
用
し
て
ほ
し

い
▽
小
水
力
発
電
の
導
入
に
向

け
た
調
査
を
し
て
い
る
が
、
水

利
権
取
得
や
割
高
な
コ
ス
ト
な

ど
が
課
題
。
規
制
緩
和
な
ど
の

動
向
を
見
極
め
検
討
し
た
い
。 

●
町
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

へ
の
参
画
状
況
に
つ
い
て
 

11月25日（木） 
出席者90人 上原会場  

11月8日（月） 
出席者65人 青木会場  

11月24日（水） 
出席者70人 飯野会場  

12月3日（金） 
出席者105人 入善会場  

対
話
か
ら
 

　
始
ま
る
ま
ち
づ
く
り
 

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
 

主
な
課
題
を
紹
介
 

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
生
か
そ
う
と
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
が
11
月
8
日
か

ら
12
月
3
日
ま
で
、
町
内
10
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

各
会
場
で
は
、
新
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
新
総
合
計

画
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
こ
で
は
、
各
地
区
か
ら
出
さ
れ
た
課
題
の
中
か
ら
主
な

も
の
を
取
り
上
げ
、
町
の
対
応
策
と
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。 

ご
意
見
カ
ー
ド
か
ら
 

◇
意
見
の
主
な
内
容
 

す
い
か
 



◇分野ごとの割合（総数138件） 
町民参画・ 
行財政運営 

自然環境・ 
地球環境 

産業・ 
観光交流 

生活基盤・ 
安全安心 

福祉・健康 12%

12%

39%

19%

5% 13%
教育・文化 

対
話
か
ら
 

　
始
ま
る
ま
ち
づ
く
り
 

まちづくり懇談会 

▽
町
営
バ
ス
は
1
台
の
車
両
で

1
日
お
き
に
路
線
が
変
わ
る
な

ど
、
改
善
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。

高
齢
社
会
が
進
む
中
、
並
行
在

来
線
や
新
幹
線
新
駅
へ
の
ア
ク

セ
ス
、
公
共
施
設
や
買
い
物
な

ど
の
日
常
生
活
の
足
と
し
て
、
バ

ス
の
利
便
性
向
上
が
重
要
と
捉

え
て
い
る
▽
現
在
、
役
場
内
に
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
運

営
方
法
な
ど
バ
ス
の
在
り
方
を

検
討
し
て
お
り
、
新
総
合
計
画

に
組
み
入
れ
、
さ
ら
な
る
利
便

性
向
上
に
努
め
た
い
。 

▽
老
朽
化
し
た
地
区
公
民
館
へ

の
対
応
と
し
て
本
年
度
、
新
た

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
建
設
の

た
め
、
基
金
2
億
円
を
積
み
立

て
る
▽
野
中
地
区
で
は
、
区
長

会
を
中
心
と
す
る
検
討
委
員
会

で
、
新
施
設
の
規
模
、
機
能
、

場
所
な
ど
の
要
望
の
取
り
ま
と

め
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
要
望

を
踏
ま
え
て
協
議
し
た
い
▽
地

域
資
源
を
発
信
し
な
が
ら
企
業

誘
致
を
行
っ
て
い
る
。
地
区
特

性
を
生
か
し
た
地
場
産
業
の
創

出
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。 

▽
小
摺
戸
保
育
所
は
昭
和
62
年

建
築
で
、
築
23
年
が
経
過
。
区

長
会
が
調
査
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

に
は
、
公
民
館
の
駐
車
場
不
足

の
解
消
、
お
年
寄
り
や
子
ど
も

の
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
す
る

な
ど
の
要
望
が
あ
る
が
、
地
区

の
皆
さ
ん
と
話
を
し
な
が
ら
決

定
し
た
い
▽
未
利
用
保
育
所
の

活
用
事
例
と
し
て
、
平
成
19
年

度
か
ら
休
所
し
て
い
る
吉
原
保

育
所
で
は
、
高
齢
者
の
交
流
の

場
と
し
て
週
3
日
程
度
、
地
区

の
管
理
で
利
用
し
て
い
る
。 

▽
学
童
保
育
の
要
望
の
高
ま
り

か
ら
、
全
小
学
校
区
で
の
実
施

に
向
け
た
準
備
を
し
て
い
る
。

新
屋
保
育
所
で
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
学
校
か
ら
距
離
が
離
れ

て
い
る
こ
と
、
施
設
の
維
持
管

理
に
経
費
が
か
か
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
黒
東
小
学
校
の
空
き
教

室
で
の
実
施
を
検
討
し
て
い
る

▽
他
校
区
の
学
童
保
育
運
営
は
、

地
区
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
設
立

す
る
運
営
委
員
会
の
協
力
で
実

施
し
て
お
り
、
黒
東
小
で
の
開

設
に
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。 

▽
学
童
保
育
は
「
地
域
の
子
ど

も
は
地
域
で
育
て
る
」
の
観
点

か
ら
、
地
元
運
営
委
員
会
の
協

力
を
得
て
指
導
者
を
確
保
し
て

い
る
。
町
で
も
協
力
を
呼
び
掛

け
る
の
で
、
皆
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
た
い
▽
桃
李
小
学
校

の
空
き
教
室
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

校
内
の
礼
法
室
を
転
用
し
て
ス

ペ
ー
ス
を
増
や
し
た
。
授
業
に

支
障
が
あ
る
特
別
教
室
の
使
用

な
ど
、
こ
れ
以
上
の
確
保
は
難

し
い
が
、
施
設
の
拡
張
が
可
能

か
調
査
し
て
い
き
た
い
。 

●
ス
マ
ー
ト
ＩＣ
駐
車
場
を
、
道
の
駅
や

ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
に
利
用
で
き

な
い
か
。
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
な
ど
で
、

点
在
す
る
町
の
見
ど
こ
ろ
を
回
れ
る

よ
う
に
し
て
み
て
は
ど
う
か
。 

●
人
の
絆
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
今
日
、

地
域
や
隣
人
が
よ
り
多
く
触
れ
合
う

機
会
づ
く
り
を
お
願
い
し
た
い
。 

●
自
主
防
災
組
織
の
強
化
に
つ
い
て
、

校
区
単
位
で
な
く
町
内
会
で
の
在
り

方
や
、
避
難
所
で
の
対
応
、
高
齢
者
・

障
が
い
者
へ
の
対
応
は
ど
う
す
る
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
中
で
自
分
が
ど

う
動
く
か
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
は
。 

●
地
区
の
お
店
が
閉
ま
り
、
高
齢
者
の

買
い
物
が
不
便
に
。
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。 

11月16日（火） 
出席者40人 小摺戸会場 

●
統
合
保
育
所
完
成
後
の
小
摺

戸
保
育
所
の
跡
地
利
用
な
ど
 

▽
特
養
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健
施

設
な
ど
、
介
護
保
険
3
施
設
の

新
た
な
増
床
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
計
画
さ
れ
て
い
な
い
。
新
川

介
護
保
険
組
合
が
策
定
す
る
、

平
成
24
年
度
か
ら
3
カ
年
間
の

「
第
5
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

の
中
で
、
施
設
整
備
の
要
望
を

出
し
た
い
▽
町
内
の
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
施
設
で
は
、
昨
年

度
の
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

に
続
き
、
来
年
度
は
認
知
症
に

対
応
し
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設

が
開
所
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。 

11月26日（金） 
出席者60人 横山会場  

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
拡
充
に
つ
い
て
 

●
保
育
所
統
合
に
よ
る
新
屋
保

育
所
の
学
童
保
育
利
用
な
ど
 

●
町
営
バ
ス
路
線
の
見
直
し
、

増
便
な
ど
の
交
通
対
策
 

●
学
童
保
育
な
ど
子
育
て
環
境

の
改
善
に
つ
い
て
 

●
仮
称
・
地
区
活
性
化
支
援
セ

ン
タ
ー
新
設
な
ど
に
つ
い
て
 

11月15日（月） 
出席者100人 新屋会場  

12月2日（木） 
出席者58人 椚山会場  11月9日（火） 

出席者44人 野中会場  

11月19日（金） 
出席者50人 舟見会場  

「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」の
報
告
書
は

ま
と
ま
り
次
第
、
各
地
区
の
区
長
さ

ん
に
お
配
り
し
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
予
定
で
す
。 

■
問
い
合
わ
せ
　
企
画
財
政
課
 

企
画
調
整
係
　
内
線
2
3
1



稲村　咲希さん 
（入善高校２年） 

語
が
好
き
で
、
本
物
の
英

語
に
触
れ
た
い
と
思
い
参

加
し
ま
し
た
。
体
験
入
学
し
た
高

校
で
は
、
会
話
が
早
く
て
聞
き
取

れ
ず
悔
し
い
思
い
を
し
、
も
っ
と

英
語
を
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
将
来
、
英
語

に
携
わ
る
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
体
験
で

そ
の
気
持
ち
を
さ
ら
に
強
く
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
進
路
を
考
え

る
に
当
た
り
、
い
い
体
験
が
で
き

皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

芹澤　尚美さん 
（入善高校２年） 

番
心
配
だ
っ
た
こ
と
は
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
初
め
は
文
法
を

気
に
し
過
ぎ
て
、
話
し
た
い
こ
と

を
話
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
伝
え

た
い
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
と
単
語
だ
け
で
も
伝
わ
る

と
分
か
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
楽

し
く
な
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で

は
、
と
に
か
く
自
分
の
意
思
を
伝

え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
積
極
性
が

養
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
貴

重
な
財
産
に
な
り
ま
し
た
。 

一 

対 

浅羽恵里香さん 
（入善中学校２年） 

面
式
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
娘
さ
ん
が
日
本
語
で
「
よ

ろ
し
く
」
と
話
し
て
く
れ
て
交
流

が
ス
タ
ー
ト
。
フ
リ
ー
デ
ー
に
は

一
緒
に
キ
ノ
コ
狩
り
を
し
、
笑
い

な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
の
カ
ボ
チ
ャ
作
り
も
体
験
し
、

出
来
た
カ
ボ
チ
ャ
に
ろ
う
そ
く
を

立
て
て
飾
り
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

お
別
れ
の
日
は
、
手
紙
で
「
あ
り

が
と
う
」
を
伝
え
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
手
紙
交
換
な
ど
の
交
流
を

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

英 

赤川　太郎 君 
（入善中学校２年） 

日
は
言
葉
が
通
じ
ず
、
た
だ

笑
う
ば
か
り
で
し
た
が
、
時

間
と
と
も
に
進
ん
で
話
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
た
と
え
言
葉
が

通
じ
な
く
て
も
「
会
話
し
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
ど
れ

だ
け
で
も
仲
良
く
な
れ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
日
本
人
同
士
で
も

会
話
の
意
欲
が
な
け
れ
ば
、
そ
う

は
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ
、
大
切
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

初 

工藤　千寛さん 
（入善中学校２年） 

文
化
の
違
い
に
戸
惑
い
ま
し

た
。
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
が
多

く
て
食
前
食
後
の
あ
い
さ
つ
が
な

く
、
さ
み
し
い
感
じ
が
し
ま
し
た
。

水
道
水
が
飲
め
な
い
こ
と
に
も
驚

き
で
、
日
本
の
食
環
境
の
あ
り
が

た
さ
を
実
感
。
派
遣
を
通
し
て
ア

メ
リ
カ
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
当

た
り
前
に
思
っ
て
き
た
日
本
の
良

さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
も
日
本
も
大
好
き
に
な
っ

た
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
文
化

に
興
味
を
抱
き
ま
し
た
。 

食 

見
学
に
訪
れ
た
フ
ォ
レ
ス
ト
グ
ロ
ー
ブ
市

内
の
チ
ー
ズ
工
場
で
、団
員
が
全
員
そ
ろ
っ

て
記
念
撮
影 

▲
 

日
本
語
ク
ラ
ス
で
学
ぶ
フ
ォ
レ
ス
ト
グ
ロ
ー

ブ
高
校
の
生
徒
と
、カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
ダ
ン

ス
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た 

▲
 

　町の姉妹都市、米国オレゴン州フォレス
トグローブ市への一般町民（第9回）、中学・
高校生（第20回）使節団17人（生徒10人、
町民4人、引率3人）が10月27日から11
月4日までの日程で、同市などを訪れました。
　ホームステイや学校訪問などで、フォ市
の皆さんとふれあい、多くの驚きと感動を
得た生徒たち。その一部を、生徒の感想文
から紹介します。 

United States 
      of America

　人口約21,000人、面積

11.65平方㌔㍍。オレゴン

州の主要都市ポートラン

ドから西へ39㌔㍍。農工

一体のまちで、郊外にはワ

イン園や電子分野などの

工場があります。 

シアトル 

ポートランド 

ラスベガス ラスベガス 

サンフランシスコ サンフランシスコ 

ワシントン 

オレゴン 

ネバダ 
ユタ 

カリフォルニア カリフォルニア カリフォルニア 

アイダホ 

アメリカ合衆国 アメリカ合衆国 

フォレストグローブ市 



小林　茉優さん 
（入善中学校２年） 

本
の
生
活
や
文
化
の
違
い
を

体
験
し
た
い
と
参
加
し
ま
し

た
。
高
校
で
は
、
ど
の
教
室
で
も

積
極
的
な
質
問
が
多
く
て
驚
き
ま

し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家

で
ご
飯
を
作
っ
た
時
の
サ
ツ
マ
イ

モ
が
オ
レ
ン
ジ
色
だ
っ
た
こ
と
も

驚
き
で
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒

に
過
ご
し
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
お

化
け
屋
敷
が
特
に
印
象
的
で
す
。

私
は
英
語
が
苦
手
で
す
が
、
も
っ

と
勉
強
し
て
、
ま
た
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
に
会
い
に
行
き
た
い
で
す
。 

日 

舟根　完 君 
（入善西中学校２年） 

張
か
ら
、
声
を
掛
け
ら
れ
て

も
「
イ
エ
ス
」
「
オ
ー
ケ
ー
」

と
し
か
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
自
分
の
英
語
が
伝
わ
っ
た
瞬

間
に
距
離
が
縮
ま
り
、
自
然
と
親

し
く
な
れ
ま
し
た
。
初
対
面
で
言

葉
が
違
う
人
で
も
、
お
互
い
が
相

手
に
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
ば
、
誰
と

で
も
話
せ
る
こ
と
を
実
感
。
こ
れ

か
ら
多
く
の
人
に
出
会
う
と
思
い

ま
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

緊 

舟根　守 君 
（入善西中学校２年） 

ん
だ
り
、
食
事
を
し
た
り
す

る
う
ち
に
、
自
分
の
気
持
ち

を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
心

が
通
じ
合
い
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
過
ご
し
た
4
日
間
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
と
異
な
る

空
気
に
触
れ
る
こ
と
で
、
新
た
な

視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
経
験
を
自
分
の
財
産
と

し
て
、
今
後
の
生
活
に
生
か
し
て

い
き
た
い
で
す
。 

遊 

高島　晃 君 
（入善西中学校２年） 

ま
く
話
す
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
か
」
と
ば
か
り
心
配
し

て
い
ま
し
た
が
、
英
語
を
聞
き
取

る
こ
と
が
一
番
難
し
か
っ
た
で
す
。

早
く
て
発
音
も
聞
き
分
け
ら
れ
ず

に
困
り
ま
し
た
が
、
理
解
す
る
心

を
忘
れ
ず
に
、
大
切
な
ワ
ー
ド
を

一
つ
一
つ
抜
き
出
す
こ
と
を
心
掛

け
ま
し
た
。
今
回
の
派
遣
で
、
英

語
の
難
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感

し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
無
駄
に

せ
ず
、
学
ん
だ
こ
と
を
周
り
の
人

に
も
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。 

「
う
 

本多　梓さん 
（入善西中学校２年） 

意
科
目
だ
と
思
っ
て
い
た
英

語
も
、
考
え
る
余
裕
も
な
く

展
開
す
る
早
い
会
話
に
つ
い
て
い

く
こ
と
が
で
き
ず
シ
ョ
ッ
ク
で
し

た
。
し
か
し
、
相
手
が
ゆ
っ
く
り

話
す
工
夫
を
し
、
自
分
も
単
語
だ

け
で
も
と
積
極
的
に
話
し
掛
け
る

と
、
相
手
も
分
か
ろ
う
と
し
て
く

れ
ま
し
た
。
い
つ
か
ま
た
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
会
い
に
行
き
、

英
語
で
話
し
た
い
で
す
。
そ
の
た

め
、
習
っ
た
英
語
を
発
展
さ
せ
る

よ
う
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

得 

市
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
た
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
で
、「
桃
太
郎
」の
話
を
英
語
で
紹
介

し
ま
し
た 

▲
 

使
節
団
の
出
し
物
の
お
礼
に
、6
月
に
来
町

し
た
ス
テ
フ
ァ
ニ
ア
さ
ん
が
華
麗
な
ダ
ン
ス

を
披
露 

▲
 

Nyuzen, Japan

姉妹都市 
フォレストグローブ市 
で学んできたこと 

●入善町出発 
●ホストファミリーと対面 
●中高生はフォレストグローブ高
校に体験入学し現地高校生と交
流授業、大人は市内工場などを
見学、ウエルカムパーティー 

●オーシャンサイド（オレゴン州）
で海岸散策 

●ホストファミリーと自由行動、
ハロウィーンなどを体験 

●ホストファミリーとお別れ 
●ロサンゼルス市内を見学 
●アメリカを出国 
●日本到着 

使
節
団
の
日
程 

10月27日 
 

28日 
 
 
 

29日 
 

30日 
 

31日 
11月１日～２日 

３日 
４日 

 

ラスベガス 

サンフランシスコ 

カリフォルニア 

アメリカ合衆国 

フォ市姉妹都市使節団報告 

たもつ 



　人気のコスモホールピアノ開放企画。 
世界のアーティストが弾いたピアノを実
際にご体験ください。 

●日時　2月11日（金）12日（土）13日（日） 
　　　　①午前11時～（100分間） 
　　　　②午後 1時～（100分間） 
　　　　③午後 3時～（100分間） 
※使用ピアノ：（どちらか選択） 
　スタインウェイ／ベーゼンドルファー 
●料金　参加費3,000円（１回） 
●問い合わせ　町民会館 

●期日　2月13日（日） 
●会場　糸魚川シーサイドバレースキー場 
●種目　ジャイアントスラローム 
▽小学生の部▽中学生の部▽一般女
子の部▽少年男子の部▽青年男子の
部▽成年男子の部▽壮年男子の部▽
スノーボードの部 
※参加資格は入善町民、町スキー協会に
加盟している団体に所属する人、町内
に勤務する人です。各種目の詳細は、1
月中旬以降にお問い合わせください。 
●申し込み　1月26日（水）までに、一般
各部は総合体育館へ、小・中学生の部
は各学校へお申し込みください。 
●問い合わせ　総合体育館 

●日時　2月13日（日）　※時間は予定 
　受　付　12:30～13:00 
　開会式　13:00～ 
　インスペクション　13:20～13:40 
　競技開始予定　13:50～ 
●会場　糸魚川シーサイドバレースキー場 
●種目　ジャイアントスラローム 
▽中学女子の部▽一般女子の部▽中
学男子の部▽少年男子の部（18歳未満）
▽青年男子の部（18～25歳未満）▽成
年男子の部A（25～33歳未満）▽成年
男子の部B（33～41歳未満）▽壮年男
子の部A（41～50歳未満）▽壮年男子
の部B（50歳以上）▽スノーボードの部
（年齢制限なし） 
※参加資格は郡内に在住、勤務する人で、
年齢は平成22年4月1日現在の満年齢
です。 
●申し込み　1月26日（水）までに、一般
各部は総合体育館へ、中学生は所属中
学校へお申し込みください。 
●問い合わせ　総合体育館 

　「自由な発想で書を楽しむ」をテーマ
に開催する書道小作品展。ことしも無審
査の公募形式で、広く町民の皆さんから
作品を募集します。 
●会期　2月19日（土）～27日（日） 
●会場　町民会館ギャラリー 
●料金　観覧無料 
●問い合わせ　町民会館 
【出品方法】 
　町民会館に備え付けの申込書に必要
事項を記入し、下記の日時内に受付、搬
入してください。出品者には記念品を贈
呈します。 
◇受付日時　2月17日(木) 
　　　　　　午前9時～午後7時 
◇受付場所　町民会館ギャラリー 
◇出品料　　無料 
◇規格など 
・大きさは半切りの3分の1以内 
・展示スペースの都合上、出品数は一人
2点前後でお願いします。 
・高校生未満の作品はお受けしません。 
・額や掛け軸に表具するなどし、すぐに展
示できる状態で出品してください。 

第11回 

町書道小作品展 

●美術館からお知らせ● 
発電所美術館は3月4日（金）まで 
冬期休館いたします。 

次回展覧会は、3月5日（土）から 

発 美 展 
―クライミング・アート探検 Part2

第33回 
町民スキー大会 

第57回郡民体育大会 
第43回スキー競技会 

祝 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

祝 

火 

水 

木 

金 

土 

○総……会場は総合体育館 
●ナニアロハ教室……○総 
　毎週木曜日　20:00～21:00 
●太極拳教室……○総 
　毎週木曜日　9:30～10:30 
●パワーヨガ教室……○総 
　(11日はうるおい館) 
　4日を除く火曜日　10:30～11:30 
　毎週水曜日　　　　19:00～20:00 
　　　　　　　　　　20:10～21:10 
●ステップエクササイズ教室……○総 
　毎週水曜日　14:40～15:40 
●エアロビクス教室（託児可能）……○総 
　毎週木曜日　11:00～12:00 
●エアロビクス教室……○総 
　(11日はうるおい館) 
　4日を除く火曜日　20:00～21:00 
●ピラティス教室……○総 
　1日・22日を除く土曜日 19:30～20:30 
●「オラもスポーツマンやっちゃ!」教室……○総 
　5日(水)、19日(水)　20:00～21:15 
●キンボール教室……○総 
　21日(金)　19:30～21:00 
●ズンバゴールド教室……○総 
　毎週金曜日　10:50～11:50 
●問い合わせ　総合体育館 

1月度受講生募集 
スポーツクラブ入善 

第35回町元旦マラソン大会 
11:00スタート　総合体育館前 
（受付 9:30～、開会式 10:20～） 

S

●消防出初め式・裸放水 
10:00～　うるおい館前 
冬季テニス教室（13日・20日・27日） 
18:30～　総合体育館 

S

第18回町室内ペタンク大会 
8:30～　総合体育館 

S

新生ふるきゃら公演「瓶ヶ森の河童」 
18:45～　コスモホール 

C

新川地区春季ミニバス大会（～9日） 
8:00～　総合体育館 

S

第21回立山杯 
中学女子バレーボール大会 
8:00～　総合体育館 

S

町武道協会合同稽古初め 
8:30～　武道館 
第63回町成人式　 
10:00～　コスモホール 
新春俳句大会 
10:00～　町民会館研修室 

S

C

C

※観覧料などが必要なイベントもありますので、詳細についてはお問い合わせください。 

●年末年始の休館日 
 町民会館 
総合体育館 
発電所美術館 
うるおい館 
サンウェル 

12月29日～1月3日 
12月27日～1月4日 
12月20日～3月4日 
12月31日～1月1日 
12月29日～1月3日 

●塞の神まつり（国重要無形民俗文化財） 

8:00～　上野・邑町地区 
むら 

さい 

かめ が もり しばてん 

遊ingBOX

お楽しみカレンダー 1月 



日づけをかきました 

1月生まれの 

浜瀬　蓮音ちゃん（東部保育所）が 
 

れんね 

　オペラやクラシック・コンサートのみ
ならず、テレビやラジオにもたびたび出
演し、お茶の間に最も近いオペラ歌手・
錦織健。今回は、新しいプログラムでお
送りします。 

●日時　3月13日(日) 午後2時開演 
●料金　全席指定 
　　　　Ｓ席 3,500円（完売） 
　　　　Ａ席 3,000円 
●問い合わせ　町民会館 

●日　時　１月23日（日） 
　　　　　午前9時～受付 
●参加費　1,000円（昼食代含む） 
●会　場　町民会館和室 

●日　時　１月30日（日） 
　　　　　午前9時～受付 
●参加費　一般　　1,000円 
　　　　　高校生以下500円 
　　　　　（それぞれ昼食代含む） 
●会　場　町民会館和室 

　人気のコスモホールピアノ開放企画。 
世界のアーティストが弾いたピアノを実
際にご体験ください。 

●日時　2月11日（金）12日（土）13日（日） 
　　　　①午前11時～（100分間） 
　　　　②午後 1時～（100分間） 
　　　　③午後 3時～（100分間） 
※使用ピアノ：（どちらか選択） 
　スタインウェイ／ベーゼンドルファー 
●料金　参加費3,000円（１回） 
●問い合わせ　町民会館 

　人気のコスモホールピアノ開放企画。 
世界のアーティストが弾いたピアノを実
際にご体験ください。 

●日時　2月11日（金）12日（土）13日（日） 
　　　　①午前11時～（100分間） 
　　　　②午後 1時～（100分間） 
　　　　③午後 3時～（100分間） 
※使用ピアノ：（どちらか選択） 
　スタインウェイ／ベーゼンドルファー 
●料金　参加費3,000円（１回） 
●問い合わせ　町民会館 

　劇団四季がおくる大人から子どもま
で楽しめる冒険ミュージカルの傑作です。 

●日時　3月21日(月・祝) 
　　　　午後5時30分開演 
●料金　全席指定 

 Ｓ席 一　般　　　4,500円  
 　　高校生以下　2,500円  
 Ａ席 一　般　　　4,000円  
 　　高校生以下　2,000円  

●問い合わせ　町民会館 

　今回の15周年記念アコースティック
ライブは、数少ない全国公演で、富山県
内はもちろん、中部地方でも「入善」だ
けの非常に希少価値の高い注目のコン
サートです。お聴き逃しなく！ 
●日時　2月26日（土） 午後5時開演 
●料金　全席指定 
　　　　S席 5,500円／A席 5,000円
●問い合わせ　町民会館 

15thANNIVERSARY 
 Acoustic Live

岡本真夜 

錦織 健 リサイタル 

新春囲碁大会 

新春将棋大会 

コスモホール 

冬のピアノ開放 

劇団四季ミュージカル 

「嵐の中の子どもたち」 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

C
S
N
U

町民会館コスモホール 
総合体育館 
下山芸術の森・発電所美術館 
うるおい館 

172－1105 
174－2500 
178－0621 
172－0123

問い合わせ 

第19回冬季室内テニス選手権大会 
8:30～　総合体育館 
こぶし吟詠会新年吟始め 
9:30～　コスモホール 

S

C

新春囲碁大会 
9:00～　町民会館和室 
新春黒東吟詠発表会　12:00～ 
うるおい館イベントホール 

C

U

第14回女子ふれあい会・第11回 
メンズカップビーチボール大会 
8:30～　総合体育館 
新春将棋大会 
9:00～　町民会館和室 

S

C

カルチャー＆スポーツイベント情報  



●
大
会
結
果
（
敬
称
略
） 

【
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
】
▼
34
歳

以
下
男
子
①
中
田
武
宏
（
石
川
県
）

1
時
間
13
分
34
秒
②
目
沢
崇
（
入

善
町
）
③
川
瀬
裕
輔
（
新
潟
県
）

▼
35
歳
以
上
男
子
①
岩
崎
覚
（
新

潟
県
）
1
時
間
12
分
8
秒
②
竹
田

未
距
（
魚
津
市
）
③
竹
田
匡
志
（
新

潟
県
）
▼
50
歳
以
上
男
子
①
川
原

田
博
志
（
魚
津
市
）
1
時
間
20
分

51
秒
＝
大
会
新
②
太
田
正
明
（
長

野
県
）
③
品
吉
治
（
同
）
▼
一
般
女

子
①
佐
々
木
英
里
（
黒
部
市
）
1
時

間
27
分
15
秒
②
宮
尾
由
利
（
富
山

市
）
③
船
屋
志
保
子
（
黒
部
市
） 

【
10
㌔
の
部
】
▼
34
歳
以
下
男
子
①

上
健
太
郎
（
黒
部
市
）
34
分
0
秒

②
森
能
雄
基
（
同
）
③
近
堂
暢
昭
（
滑

川
市
）
▼
35
歳
以
上
男
子
①
野
沢

剛
（
入
善
町
）
34
分
46
秒
②
松
本

信
之
（
新
潟
県
）
③
嶋
田
晋
（
黒

部
市
）
▼
50
歳
以
上
男
子
①
石
倉

勝
（
滑
川
市
）
35
分
31
秒
②
木
下

孝
浩
（
富
山
市
）
③
塚
田
義
一
（
新

潟
県
）
▼
一
般
女
子
①
渡
辺
真
由

美
（
新
潟
県
）
37
分
51
秒
②
中
田

真
紀
子
（
黒
部
市
）
③
小
澤
真
理

子
（
富
山
市
） 

【
5
㌔
の
部
】
▼
一
般
男
子
①
宇
田

智
裕
（
朝
日
町
）
15
分
46
秒
②
水

野
一
輝
（
富
山
市
）
③
石
倉
昌
和
（
魚

津
市
）▼
一
般
女
子
①
中
川
沙
織（
富

山
市
）
21
分
34
秒
②
土
井
光
（
立

山
町
）
③
水
島
佳
織
（
朝
日
町
）

▼
中
学
生
男
子
①
橋
場
文
也
（
入

善
町
）
16
分
35
秒
②
中
才
雄
介
（
富

山
市
）
③
北
尾
崇
郎
（
入
善
町
）

▼
中
学
生
女
子
①
前
原
瑠
花
（
入

善
町
）
20
分
0
秒
②
山
田
珠
生
（
同
）

③
青
木
萌
子
（
同
） 

【
3
㌔
の
部
】
▼
小
学
生
男
子
①
真

島
雅
季
（
長
野
県
）
10
分
35
秒
②

武
隈
陽
平
（
魚
津
市
）
③
小
嶋
史

哉
（
新
潟
県
）
▼
小
学
生
女
子
①

流
千
里
（
入
善
町
）
12
分
19
秒
②

澤
田
彩
（
同
）
③
森
百
歌
（
同
） 

扇
状
地
を
駆
け
る
 

第
18
回
扇
状
地
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
 

安全・安心は地域から 

高波に備えて訓練 

「
第
 

①3㌔の部を走る小学生ランナー 
②サンタさんも登場 
③走った後は歓迎鍋に舌鼓 
④自分の記録にドキドキ 
⑤ハーフ最高タイムの岩崎さん 
⑥給水ボランティアをする中学生 
⑦スタンドからも大きな声援 

photo 
 

18
回
扇
状
地
マ
ラ
ソ
ン
ＩＮ

に
ゅ
う
ぜ
ん
」
が
11
月
21
日
、

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
発
着
点

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
姉
妹
都
市
・
宮
城
県
登
米
市
の

小
学
生
16
人
な
ど
、
21
都
道
府
県

か
ら
1
5
7
2
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

8
年
ぶ
り
の
快
晴
の
も
と
、
4
部

門
14
種
別
で
健
脚
を
競
い
、
黒
部

川
扇
状
地
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。 

　
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
岩
崎
覚

さ
ん
（
新
潟
県
）
が
1
時
間
12
分

8
秒
で
、
35
歳
以
上
男
子
の
2
年

連
続
優
勝
。
50
歳
以
上
男
子
で
は
、

川
原
田
博
志
（
魚
津
市
）
さ
ん
が
、

3
年
前
に
出
し
た
自
身
の
記
録
を

30
秒
縮
め
る
大
会
新
記
録
で
、
2

連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。 

1

23
6

457



　高波対応演習が11月29日、入善、朝日両町と黒部

市の下新川海岸一帯で行われ、関係機関が情報伝達訓

練などを通して、高波が発生しやすい冬場に備えました。 

　演習は、町、県、国土交通省黒部河川事務所などが

平成20年から行い今回が3回目。同年2月に発生した

寄り回り波の再来を想定し、同海岸に水防警報が発令さ

れると、役場に災害対策本部を設置して対策に当たるな

ど、関係機関との連携を確認しました。 

　芦崎地区では、本部の指示を受けた消防団員が堤防

の防波扉を閉鎖。避難勧告を受けた住民約60人が芦崎

漁業研修センターへと避難しました。参加者は「避難勧

告が出たときは、すぐに避難できるよう日ごろから準備し

たい」などと気を引き締めました。 

　同センターでは、防災講座も行われ、県自主防災アド

バイザーの廣澤幸順さん（滑川市）が、避難訓練の講

評や高波災害に備えるポイントなどについて講演。廣澤

さんは「災害前にできることはたくさんあるが、発生後に

できることはほとんどない」とした上で、「備えは、災害の

種類や規模、時間ごとに、個人（自分、家族）と地域（町

内会、地区）に分けて考えておくことが大切。地域で協

力して、自分たちでできることがないか考えよう」と話し

ました。 

廣
澤
さ
ん
（
右
）
か
ら
、
日
ご
ろ
 

の
備
え
を
学
ぶ
参
加
者
 

　
消
防
団
員
の
誘
導
で
避
難
す
る
住
民
 

安全・安心は地域から 安全・安心は地域から 

高波に備えて訓練 高波に備えて訓練 

　
交
通
安
全
母
の
会
（
小
路
み

つ
子
会
長
）
の
高
齢
者
世
帯
訪

問
活
動
の
出
発
式
が
11
月
27
日
、

役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
同
会
は
、
多
発
す
る
高
齢
者

の
交
通
事
故
を
減
ら
そ
う
と
4

年
前
か
ら
、
75
歳
以
上
の
独
り

暮
ら
し
世
帯
な
ど
を
訪
れ
て
安

全
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の

日
は
、
小
路
会
長
ら
が
「
交
通

安
全
は
家
庭
か
ら
。
注
意
点
を

再
確
認
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と

あ
い
さ
つ
。
12
月
5
日
ま
で
の
間
、

約
5
0
0
世
帯
に
反
射
材
な

ど
を
配
り
啓
発
し
ま
し
た
。 

　
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
年
末

特
別
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
出
動
式

が
12
月
7
日
、
役
場
で
あ
り
、

各
地
区
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
や
少
年

補
導
員
ら
約
90
人
が
犯
罪
の
な

い
安
全
な
町
を
願
い
、
地
域
の

巡
回
活
動
を
始
め
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
米
澤
町
長
ら
の
激

励
の
後
、
青
木
地
区
の
山
本
賢

司
隊
長
が
「
住
民
の
安
全
を
守

る
た
め
、
警
察
と
連
携
し
て
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
」
と

抱
負
を
述
べ
、
青
色
回
転
灯
装

着
車
両
な
ど
約
20
台
が
各
地

区
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。 

ゆき より 

高
齢
者
事
故
を
減
ら
そ
う
 

母
の
会
が
戸
別
訪
問
指
導
 

犯
罪
抑
止
に
住
民
の
目
 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
出
動
 



　
町
母
子
保
健
推
進
員
連
絡
協
議

会
の
皆
さ
ん
が
こ
の
ほ
ど
、
さ
い

た
ま
市
内
で
開
か
れ
た
「
健
や
か

親
子
21
全
国
大
会
」
で
、
母
子
保

健
家
族
計
画
事
業
功
労
者
と
し
て

厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
同
会
長
の
朝
野
裕
子
さ
ん
（
上

野
・
66
歳
）
は
「
楽
し
み
な
が
ら

活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
」
と
喜
び
ま
す
。 

　
母
子
保
健
推
進
員
は
、
子
育
て

な
ど
に
悩
む
母
親
を
支
援
す
る
た

め
昭
和
41
年
に
設
置
。
同
59
年
に

連
絡
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
や
虫
歯
予
防
座
談
会
な
ど

を
通
し
て
、
町
の
母
子
保
健
事
業

を
支
え
て
き
ま
し
た
。
元
保
育
士

や
歯
科
衛
生
士
な
ど
の
経
験
が
あ

る
メ
ン
バ
ー
27
人
が
集
ま
り
、
豊

か
な
才
能
を
生
か
し
て
、
幅
広
い

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

　「
歯
の
大
切
さ
を
伝
え
る
に
は
、

子
ど
も
が
小
さ
い
時
ほ
ど
い
い
」

と
い
う
皆
さ
ん
は
、
平
成
20
年
に

自
作
の
紙
芝
居
を
作
っ
て
保
育
所

な
ど
で
上
演
し
、
分
か
り
や
す
く

歯
磨
き
の
楽
し
さ
を
伝
え
ま
す
。

ま
た
、
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
大

型
紙
人
形
も
作
り
、
未
入
所
児
を

対
象
に
広
げ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　「
小
さ
い
う
ち
に
歯
の
大
切
さ
を

知
り
、
歯
を
磨
く
習
慣
を
付
け
る

こ
と
が
大
切
。
多
く
の
親
子
に
話

を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
に
こ

や
か
に
話
す
皆
さ
ん
で
す
。 

この人 広報インタビュー 

むし歯予防活動などで 
厚生労働大臣賞を受賞 

ここは、みんなでつくるページです。情報をお寄せください。 秘書政策係　172-1100　内線201

入善町母子保健推進員の皆さん 

子どもたちに歯磨きの楽しさ広めたい 

「
紙
芝
居
に
取
り
組
ん
で
か
ら
は
特
に
充
実
感
に
あ

ふ
れ
、み
ん
な
の
結
束
が
深
ま
り
ま
し
た
ね
」と
話

す
朝
野
さ
ん（
前
列
右
か
ら
3
人
目
）と
推
進
員
の

皆
さ
ん 

各保育所を回り、歯磨きの大切さを伝える紙芝居の読み聞かせをする皆さん 

▲
 

▼
 

 

年賀はがき
を 

お確かめ下
さい！！ 

当たったら
 

当店へ 

県外だけど地元感覚！船外機付きの船置き場に 

市振港を利用してみませんか 
小型ボート置き場を探している人のニーズにお応えして 
2月から、市振漁港内の船置き場を皆さんにお貸しします。 

●対象船／15フィート程度までの船外機船 
●予定受入数／30艇　●年間利用料／45,000円 
●申し込み・　青海町漁業協同組合 市振本所 担当 小柳まで 
問い合わせ　1025（564）2120



町の自然に興味津々 
登米市（宮城）小学生ら来町 

親子で環境問題を学ぶ 
横山保育所でエコライフ教室 

命を大切にしよう 
入善中で交通事故遺族が講演 

地産地消のみそ造り 
「まめなみそ」が初仕込み 

姉
妹
都
市
、
宮
城
県
登
米

市
の
小
学
生
ら
24
人
の
友

好
使
節
団
が
、
11
月
20
〜
22
日
に

町
を
訪
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を

通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
約
7
時
間
の
行
程
で
役
場
前
に

到
着
し
た
一
行
は
、
東
狐
獅
子
舞

保
存
会
の
獅
子
舞
で
歓
迎
を
受
け

た
後
、
町
内
施
設
を
見
学
。
黒
部

川
河
口
で
は
サ
ケ
の
捕
獲
を
楽
し

み
ま
し
た
。
重
さ
3
㌔
、
体
長
70

㌢
ほ
ど
の
サ
ケ
を
手
づ
か
み
し
た

児
童
は
「
滑
る
の
で
難
し
い
け
ど
、

楽
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。 

町
 

産
物
加
工
グ
ル
ー
プ
・
豆

な
海
（
杉
田
美
紀
子
会
長
）

の
み
そ
の
仕
込
み
作
業
が
12
月
20

日
、
上
野
の
加
工
施
設
・
味
工
房

み
な
穂
で
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
豆
な
海
は
平
成
14
年
か
ら
、
地

場
産
の
大
豆
と
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
深

層
水
を
使
っ
た
「
ま
め
な
み
そ
」

造
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
と

し
は
3
月
に
完
成
し
た
同
施
設
で

初
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。
杉
田

会
長
は
「
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
自

慢
の
味
。
皆
さ
ん
に
も
味
わ
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
す
。 

じ
め
て
の
エ
コ
ラ
イ
フ
教
室
」

が
12
月
1
日
、
横
山
保
育

所
で
開
か
れ
、
園
児
、
保
護
者
ら

約
50
人
が
地
球
環
境
に
や
さ
し
い

暮
ら
し
方
を
学
び
ま
し
た
。 

　
同
教
室
は
、
県
が
県
内
の
保
育

所
を
巡
回
し
て
開
い
て
い
る
も
の
で
、

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
の

中
山
立
さ
ん
（
入
膳
）
が
講
師
と

な
り
、
温
暖
化
防
止
策
を
考
え
る

紙
芝
居
を
読
ん
だ
後
、
親
子
で
マ

イ
バ
ッ
ク
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

園
児
は
「
地
球
を
大
事
に
し
ま
す
」

と
元
気
に
話
し
ま
し
た
。 

「
は
 

農
 警

の
「
命
の
大
切
さ
を
学

ぶ
教
室
」
が
12
月
2
日
、

入
善
中
学
校
で
開
か
れ
、
全
校
生

徒
3
6
8
人
が
、
悲
惨
な
交
通
事

故
の
体
験
談
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
平
成
3
年
の
飲
酒

ひ
き
逃
げ
事
故
で
当
時
2
歳
の
長

女
と
7
カ
月
の
胎
児
を
亡
く
し
た
、

と
や
ま
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の

高
倉
年
美
支
援
員
が
講
演
。「
失

わ
れ
た
命
は
戻
ら
な
い
」
と
し
た

上
で
「
ル
ー
ル
を
守
り
、
人
の
気

持
ち
を
思
い
や
る
人
に
育
っ
て
ほ

し
い
」
と
生
徒
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。 

県
 か

い 



案内 
GUIDANCE

黒豆 

あ
け
ま
し
お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す
。
栄
養
士
の 

よ
し
子
で
す
。
本
年
も 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

食
べ
る
の
大
好
き
ま
ぁ
子 

で
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
！ 
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■認定判断基準 

●要介護2以上で、障がい高齢者
の日常生活自立度B1（屋内での
生活は自立しているが、介助なし
では外出しない）以上の人 

◆要介護2以上で、認知症高齢者
の日常生活自立度Ⅱa（日常生活
に支障がある症状や行動、意思疎
通の困難さがあるが、誰かが注意
すれば自立できる）以上の人 

●要介護4以上で、障がい高齢者
の日常生活自立度B2（屋内生活
に何らかの介助を要し、ベッドで
の生活が主体であるが、座位は
保つ）以上の人 

◆要介護3以上で、認知症高齢者
の日常生活自立度Ⅲa（日常生活
に支障がある症状や行動、意思
疎通の困難さがあり、介護が必要）
以上の人 

障
害
者
控
除
 

特
別
障
害
者
控
除
 

相談のコーナー 

日 …毎週月～金曜日　午前9時～午後5時 
　（時間外はFAX74-2792をご利用ください） 
…教育センタ－（うるおい館） 
…教育センタ－172－0009 
　PTA教育相談室172－2331

場 

問 

教　　　　育 

日 …日時 場 …場所 問 …問い合わせ先 

町営住宅空室状況 

例月出納検査結果報告 
　毎月実施されている例月出納検査の結果をお
知らせします。 
◆検査対象（平成22年10月分） 
　　一般会計、特別会計の収支状況と現金の保管
状況 
◆検査期日　11月25日e 
◆検査結果 
　　検査調書記載の計数と、関係諸帳簿・証拠
書類の計数審査を行った結果、各会計、歳入
歳出外現金とも誤りは認められなかった。 
　入善町監査委員　米澤憲二郎　山下　勇 

○特定公共賃貸住宅 
　東 町 住 宅  3戸 
○公営住宅 
　東 町 住 宅  2戸 
　舟 見 住 宅  6戸 
　新椚山住宅  7戸 
　駅 南 住 宅  0戸 
 

■募集期間 
1月4日c～14日f
　（土、日、祝日を除く） 
※応募者多数の場合は抽選 
■申し込み・問い合わせ 
　建設下水道課 都市計画・ 
　住宅係　内線333・334

日 

日 

日 

日 

総　合　相　談 

日 …20日e午前10時～正午、午後1時～3時 
　受付は午後2時30分まで 
…役場1階相談室 ［相談員 年金事務所職員］ 
 

場 

場 …うるおい館会議室 
…住民環境課住民係　内線131問 

問 …住民環境課住民係  内線132

国民年金・厚生年金 

●時間は各午後1時30分～3時30分 

場 …健康交流プラザ「サンウェル」相談室 

問 …町社会福祉協議会 172－5686
●電話相談と予約 

日 …第3水曜日　　 ※要予約 
　［相談員　弁護士］ 

…第4火曜日 ［相談員 母子・父子 
　自立支援員兼家庭児童相談員］ 

…第3木曜日　　 ※要予約 
　［相談員　建築士］ 

…3日・10日を除く月曜日 
　［相談員　一般相談員］ 

法　　 律 

母子・父子・児童 

住宅改造 

一　　 般 

…4日c午後1時～4時 
［相談員　人権擁護委員・行政相談委員］ 

人権・行政 

日 …偶数月第2木曜日※要予約 
　午後1時30分～4時 
　［相談員　行政書士］ 

成年後見相談 

1
月
末
か
ら
受
付
開
始 

還
付
申
告
は
お
早
め
に 

●
65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
者
が
対
象
 

障
害
者
控
除
な
ど
の
認
定
手
続
き
を 

 

　
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受

け
、
左
表
の
基
準
を
満
た
す
人
は
、

障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
な

い
場
合
で
も
、
所
得
税
、
町
県
民

税
の
障
害
者
（
特
別
障
害
者
）
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
控
除
を
受
け
る
に
は
、
税
の
申

告
時
に
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
（
申
請
に
よ
り
、
健
康
福
祉

課
で
交
付
）」
の
提
示
が
必
要
で
す
。 

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
に
認
定
書
を

受
け
た
人
は
、
要
介
護
度
な
ど
に

変
わ
り
が
な
い
限
り
、
再
申
請
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

■
認
定
基
準
日
　
12
月
31
日
 

　
※
平
成
22
年
分
所
得
税
、
平
成

23
年
度
分
町
県
民
税
か
ら
適
用
 

■
申
請
方
法
　
▽
申
請
で
き
る
人

＝
本
人
か
親
族
▽
必
要
な
も
の
＝

申
請
者
の
印
鑑
▽
申
請
場
所
＝
健

康
福
祉
課
4
番
窓
口
▽
受
付
開
始

日
＝
1
月
6
日
（
木
）
か
ら
 

■
問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
 

高
齢
福
祉
係
　
内
線
1
4
2
 

   　
間
も
な
く
所
得
税
の
確
定
申
告

時
期
を
迎
え
ま
す
が
、
給
与
所
得

者
、
年
金
受
給
者
な
ど
の
還
付
申

告
は
、
2
月
の
申
告
期
間
前
で
も

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
期
間
中

は
会
場
が
混
み
合
い
ま
す
の
で
、

還
付
申
告
は
早
め
に
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。 

■
申
告
会
場
　
魚
津
税
務
署
5
階
 

■
開
設
期
間
　
1
月
31
日
（
月
）

〜
3
月
15
日
（
火
） 

　
※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
 

■
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

◇
 

●
入
善
、
朝
日
、
黒
部
の
各
会
場

に
還
付
申
告
会
場
を
特
設
し
ま
す
 

■
各
会
場
と
開
設
日
 

▽
サ
ン
ウ
ェ
ル
＝
2
月
8
日
（
火
）

〜
10
日
（
木
）
▽
朝
日
町
役
場
＝

2
月
14
日
（
月
）
15
日
（
火
）
▽

黒
部
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
黒

部
市
生
地
）
＝
1
月
31
日
（
月
）

〜
2
月
4
日
（
金
） 

　
※
い
ず
れ
の
会
場
で
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。 

■
時
間
　
①
午
前
10
時
〜
正
午

②
午
後
1
時
〜
4
時
。
受
け
付
け

は
午
後
3
時
30
分
ま
で
。 

■
問
い
合
わ
せ
　
魚
津
税
務
署
 

1
24
―
1
3
7
0
 

◇
 

●
税
に
つ
い
て
の
作
品
展
入
賞
作
 

◇
中
学
生
ポ
ス
タ
ー
の
部
 

銀
賞
・
北
陸
納
貯
総
連
会
長
賞
 

西
川
志
穂
さ
ん
（
入
善
西
中
3
） 

 ◇
小
学
5
年
生
書
道
の
部
 

金
賞
　
北
川
瑞
樹
君
（
上
青
小
） 

 

定期券・切符はJR入善駅で買いましょう 



お
正
月
に
食
べ
る
料
理
に 

「
お
せ
ち
料
理
」
が
あ
り
ま
す
ね
。 

縁
起
を
担
ぐ
お
せ
ち
に
は
、 

一
つ
一
つ
に
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

こぶ巻き 

田作り 

黒豆 黒豆 

「よろこぶ」の 
語呂合わせ 

豊作を願う 

一年中、忠実（まめ）に働き 
健康（まめ）に暮らせる 

ま
っ
す
ぐ
の
穴
か
ら 

将
来
を
見
通
せ
る
の
か
ぁ 

へ
〜 

何
か
見
え
た
？ 

た
く
さ
ん
の
お
菓
子
に 

囲
ま
れ
た
私
が
見
え
た
よ 

あ
け
ま
し
お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す
。
す
。
栄
養
士

栄
養
士
の 

よ
し
子
で
す
。
す
。
本
年
本
年
も 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
す
。 

食
べ
る
の
大
好
大
好
き
ま
ぁ
子 

で
す
。
す
。
今
年
今
年
も
よ
ろ
し
く
！ 

あ
け
ま
し
お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す
。
栄
養
士
の 

よ
し
子
で
す
。
本
年
も 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

食
べ
る
の
大
好
き
ま
ぁ
子 

で
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
！ 

酢
れ
ん
こ
ん
は
、 
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■問い合わせ　食育・栄養指導係　内線357

威勢よく、まといを振り上げた 
去年の裸放水 

●営業日 
 

●営業時間 
 

毎週火～土曜日 
（日、月曜日は休業） 
午前10時～午後5時 

●問い合わせ  TEL.74-1815 
 

地場産野菜、農産物加工品、 
魚介類、総菜、調味料など 

販売品 

1
月
6
日
は
消
防
出
初
め
式 

う
る
お
い
館
前
で
裸
放
水 

 

町
の
請
負
工
事
な
ど
の 

入
札
参
加
資
格
申
請
を
受
付 

新
川
広
域
圏
事
務
組
合 

入
札
参
加
資
格
申
請
の
受
付 

み
ん
な
で
守
ろ
う 

「
三
な
い
運
動
」 

 

   　
町
消
防
団
の
消
防
出
初
め
式
。

伝
統
の
裸
放
水
は
、
う
る
お
い
館

前
で
行
い
ま
す
。
団
員
た
ち
の
勇

壮
な
放
水
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

■
日
時
　
1
月
6
日
（
木
） 

午
前
10
時
〜
 

■
場
所
　
う
る
お
い
館
前
の
道
路
 

　
※
交
通
規
制
が
か
か
り
ま
す
。 

◇
 

●
餅
に
よ
る
窒
息
に
ご
注
意
を
 

　
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
、
餅

に
よ
る
窒
息
事
故
が
多
く
発
生
し

ま
す
。
餅
を
食
べ
る
と
き
は
、
小

さ
く
切
り
、
汁
物
と
一
緒
に
ゆ
っ
く

り
と
よ
く
か
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

家
族
と
一
緒
に
食
卓
を
囲
む
こ
と

も
大
切
で
す
。 

　
も
し
餅
が
詰
ま
っ
た
と
き
は
、

手
の
ひ
ら
で
背
中
を
強
く
た
た
く

な
ど
し
て
吐
き
出
さ
せ
る
と
と
も

に
、
1
1
9
番
に
通
報
し
て
救
急

車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。 

■
問
い
合
わ
せ
　
町
消
防
署
 

1
72
―
0
1
3
5
 

 

■
日
時
　
1
月
9
日
（
日
） 

午
前
10
時
〜
11
時
45
分
 

　
※
成
人
式
の
案
内
は
が
き
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
場
所
　
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
 

■
内
容
　
式
典
、
ビ
デ
オ
上
映
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
記
念
撮
影
 

■
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
事

務
局
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
係
 

内
線
3
5
4
 

   　
町
で
は
、
平
成
23
、
24
の
2
カ

年
度
に
発
注
す
る
請
負
工
事
な
ど

の
入
札
参
加
資
格
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。 

■
受
付
期
間
 

2
月
1
日
（
火
）
〜
28
日
（
月
） 

　
※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
 

■
申
請
様
式
 

国
土
交
通
省
ま
た
は
富
山
県
様
式
 

■
添
付
書
類
　
▽
建
設
業
許
可
証

明
書
の
写
し
▽
経
営
規
模
等
評
価

結
果
通
知
書
の
写
し
▽
技
術
者
名

簿
（
町
内
業
者
は
雇
用
保
険
被
保

険
者
通
知
書
の
写
し
も
添
付
）
▽

納
税
証
明
書
（
国
税
、
県
税
は
写

し
、
町
税
は
原
本
を
添
付
）
▽
除

雪
業
務
委
託
契
約
書
の
写
し
（
該

当
業
者
の
み
）
ほ
か
 

　
※
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
の
「
入
札
・
公
売
情
報
サ
ー
ビ
ス
」

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
企
画
財

政
課
管
財
係
　
内
線
2
2
3
 

   　
平
成
23
、
24
両
年
度
に
発
注
す

る
建
設
工
事
、
測
量
業
務
な
ど
の

請
負
に
つ
い
て
、
入
札
参
加
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。 

■
受
付
期
間
 

2
月
1
日
（
火
）
〜
28
日
（
月
） 

　
※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
 

■
受
付
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
30
分
 

　
※
申
請
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、

新
川
広
域
圏
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
 

新
川
広
域
圏
事
務
組
合
業
務
課
 

1
23
―
1
0
7
4
 

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
、

お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
し
た

場
合
は
処
罰
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

有
権
者
が
寄
付
を
求
め
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。「
贈
ら
な
い
・

求
め
な
い
・
受
け
取
ら
な
い
」
の
三

な
い
運
動
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

■
問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局（
総
務
課
）内
線
2
1
1
 

◇
 

●
平
成
22
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品
 

◇
優
秀
賞
　
海
老
恭
兵
君
（
入
善

中
1
年
） 

第63回成人式のご案内 

 

有効期限に注意しましょう「町商品券」「下水道接続補助商品券」 



JR入善駅前のイルミネーション 

鑑定結果に固唾をのむ 
収録会場 

表彰を受ける永年勤続者　　　　　　　　　 

かたず 

65
歳
未
満
の
退
職
者
は 

退
職
者
医
療
の
保
険
証
を 

使
い
ま
し
ょ
う 

確
定
申
告
に
必
要
な 

公
的
年
金
源
泉
徴
収
票
は 

大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う 

医
療
知
っ
て
る
つ
も
り
！？
 

年
金
だ
よ
り 

長
谷
さ
ん
ら
4
人
を
表
彰 

民
生
児
童
委
員
が
一
斉
改
選 

出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
の 

放
送
は
2
月
上
旬
の
予
定 

冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
 

点
灯
は
2
月
末
ま
で
 

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
で

は
、
会
社
な
ど
を
退
職
し
て
年

金
を
受
給
す
る
65
歳
未
満
の
人

と
そ
の
被
扶
養
者
は
、
職
場
の

健
康
保
険
か
ら
の
拠
出
金
な
ど

で
運
営
さ
れ
る
「
退
職
者
医
療

制
度
」
で
医
療
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
（
自
己
負
担
割
合

＝
3
割
＝
や
国
保
税
額
は
、
一

般
国
保
と
変
わ
り
ま
せ
ん
）。 

　
次
の
人
は
退
職
者
医
療
の
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
①
保
険

証
②
年
金
証
書
③
印
鑑
を
持
参

し
て
、
健
康
福
祉
課
の
窓
口
で

保
険
証
の
切
り
替
え
手
続
き
を

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

■
対
象
者
（
両
方
に
該
当
す
る
人
） 

▽
国
保
に
加
入
す
る
65
歳
未

満
の
人
▽
厚
生
年
金
や
各
種
共

済
組
合
な
ど
の
年
金
を
受
け
て

い
る
人
で
、
そ
の
加
入
期
間
が

20
年
以
上
か
、
40
歳
以
降
の
加

入
期
間
が
10
年
以
上
の
人
 

■
問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
 

医
療
保
険
係
　
内
線
1
4
5

　
厚
生
年
金
や
国
民
年
金
の
「
老

齢
年
金
」
な
ど
、
老
齢
、
退
職

を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
年
金

は
、
税
法
上
の
雑
所
得
と
し
て

所
得
税
・
町
県
民
税
の
課
税
対

象
と
な
り
ま
す
。
 

　
老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る

皆
さ
ん
に
は
1
月
末
ま
で
に
、

「
平
成
22
年
分
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
」
が
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の

源
泉
徴
収
票
は
、
2
月
16
日
か

ら
始
ま
る
確
定
申
告
の
際
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
す
で
に
亡
く
な
ら
れ

た
人
に
源
泉
徴
収
票
は
送
ら
れ

ま
せ
ん
。
必
要
な
場
合
は
、
魚

津
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

■
問
い
合
わ
せ
 

魚
津
年
金
事
務
所
 

1
24
―
1
4
9
4

   　
J
R
入
善
駅
前
を
彩
る
「
冬
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
の
点
灯
が

12
月
3
日
か
ら
始
ま
り
、
高
さ
約

8
㍍
の
ク
ス
ノ
キ
に
飾
ら
れ
た
約

2
千
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド
）
電
球
が
、
通
勤
通
学
者
ら
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。 

　
町
な
ど
で
つ
く
る
観
光
関
係

団
体
連
絡
協
議
会
が
3
年
前
か

ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
は
役
場
前
で
も
実
施
。 

2
月
28
日
ま
で
の
毎
日
午
後
4
時

半
か
ら
、
冬
の
街
中
を
彩
り
ま
す
。 

■
問
い
合
わ
せ
　
町
観
光
関
係
団

体
連
絡
協
議
会
（
農
水
商
工
課
内
）

内
線
3
1
7
 

   　
町
商
工
会
設
立
50
周
年
記
念

事
業
「
出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団

in
入
善
」
の
収
録
が
11
月
27
日
、

コ
ス
モ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
焼
き
物
や
洋
画
な
ど
、
町
内
外

の
6
人
が
出
品
し
た
お
宝
を
、
8

月
に
来
町
し
た
中
島
誠
之
助
さ
ん

ら
3
人
の
鑑
定
士
が
鑑
定
。
評
価

額
が
発
表
さ
れ
る
と
約
7
0
0
人

の
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
き

ま
し
た
。
収
録
を
見
た
男
性
は
「
珍

し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
感
動
し
た
。

放
送
が
楽
し
み
」
と
話
し
ま
し
た
。 

　
番
組
は
、
テ
レ
ビ
東
京
で
1
月

11
日
（
火
）
午
後
8
時
54
分
か
ら
、

ま
た
県
内
で
は
、
2
月
12
日
（
土
）

正
午
か
ら
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
で

放
送
さ
れ
ま
す
。 

■
問
い
合
わ
せ
　
町
商
工
会
 

1
72
―
0
1
6
3
 

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
主
任

児
童
委
員
の
委
嘱
状
伝
達
式
が

12
月
3
日
、
サ
ン
ウ
ェ
ル
で
行
わ
れ
、

新
任
42
人
を
含
む
72
人
の
委
員
に
、

米
澤
町
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
12
月
1
日
か

ら
3
年
間
で
、
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

地
域
住
民
の
相
談
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
情
報
提
供
な
ど
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
勤
続
年
数
が
10
年
以
上

と
な
っ
た
長
谷
重
義
さ
ん
ら
4
人

に
永
年
勤
続
表
彰
が
、
退
任
し
た

42
人
の
皆
さ
ん
に
感
謝
状
な
ど
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。 

■
永
年
勤
続
表
彰
者
 

長
谷
重
義
さ
ん
（
入
膳
）
松
永
好

子
さ
ん
（
同
）
田
中
雪
子
さ
ん
（
同
）

前
田
郁
子
さ
ん
（
小
杉
） 

■
問
い
合
わ
せ
 

町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
事

務
局
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
） 

1
72
―
5
6
8
6

●問い合わせ 
　農水商工課商工振興係　内線317

町営バス「のらんマイ・カー」 
12月30日(木)～1月3日(月) 
は運休します。 
1月4日(火) 
から通常通り 
運行します。 

地上デジタル放送完全移行まであと209日 



町の工事発注状況 町の工事発注状況 
500万円以上のもの 11月分 

　…請負金額　　…予定価格　　…落札率 請 予 ％ 

B 下 水 道 入善西部処理分区 第256工区工事 
　○請…12,100千円　　○予…12,589千円　　○％…96.1％ 

中山建設㈱ 

B 下 水 道 入善東部処理分区 第97工区工事 
　○請…12,000千円　　○予…12,512千円　　○％…95.9％ 

吉原建設㈱ 

B谷口線改良工事 
　○請…  7,820千円　　○予…  8,060千円　　○％…97.0％ 

中田工務店 

B 下 水 道 入善東部処理分区 第98工区工事 
　○請…18,300千円　　○予…19,248千円　　○％…95.1％ 

㈱飯作組 

 下 水 道 …入善町公共下水道事業 

餅つき会でつきたてのお餅を味わう 
西部保育所のよい子たち 

募集 
RECRUITMENT

町
保
育
所
の 

臨
時
保
育
士
を
募
集 

自
衛
官
を 

募
集
し
ま
す 

扇
状
地
の
水･

自
然･

歴
史
探
検 

み
ず
は
く
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集 

う
つ
病
の
正
し
い
知
識
や 

接
し
方
を
学
ぼ
う 

相
続
登
記
・
遺
言
・
成
年
後
見
 

無
料
相
談
会
の
ご
利
用
を
 

教
育
資
金
が
必
要
な
皆
さ
ん
へ
 

教
育
ロ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
 

 

ふるさと納税に感謝します 
11月11日～12月10日受け付け分 

 
●匿名希望　　（大阪府） 10万円 
●竹田 浩紀さん（埼玉県） 30万円 
●橋場 之廣さん（千葉県） 10万円 

ご寄付いただいた皆さんに、 
お礼として町のふるさと産品 
を贈らせていただきました。 

   　
県
司
法
書
士
会
で
は
、2
月
を
「
相

続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」

と
し
、
相
続
登
記
な
ど
の
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。 

■
日
時
　
2
月
5
日
（
土
） 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
 

■
場
所
　
あ
り
そ
ド
ー
ム
研
修
室
 

■
問
い
合
わ
せ
　
県
司
法
書
士
会
 

1
0
7
6
（
4
3
1
）
9
3
3
2
 

   　
国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、
高
校
、

大
学
な
ど
へ
の
入
学
、
在
学
中
に

か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公

的
融
資
制
度
で
す
。
学
生
、
生
徒

1
人
に
付
き
3
0
0
万
円
以
内
を
、

固
定
金
利
で
利
用
で
き
、
在
学
中

は
利
息
の
み
の
返
済
と
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

■
利
率
　
年
2
・
75
％
（
母
子
家

庭
は
年
2
・
35
％
）
の
固
定
金
利
 

　
※
1
月
11
日
か
ら
の
利
率
 

■
返
済
期
間
　
15
年
（
交
通
遺
児

家
庭
、
母
子
家
庭
は
18
年
）
以
内
 

■
問
い
合
わ
せ
　
日
本
政
策
金
融

公
庫
・
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
） 

1
0
5
7
0
―
0
0
8
6
5
6
 

  　
町
で
は
、
4
月
か
ら
町
内
保
育

所
で
勤
務
し
て
い
た
だ
け
る
臨
時

保
育
士
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

■
応
募
資
格
　
20
歳
以
上
の
人
で

有
資
格
者
に
限
り
ま
す
。 

■
募
集
期
間
　
1
月
7
日
（
金
）

〜
31
日
（
月
） 

■
申
込
方
法 

 

市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
総
務
課
に
持

参
す
る
か
、〒
9
3
9
―
0
6
9
3

（
住
所
不
要
）入
善
町
役
場
総
務
課

へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
職
員
係

内
線
2
1
2
、
ま
た
は
健
康
福
祉

課
児
童
福
祉
係
　
内
線
1
4
3
 

   ■
募
集
種
目
　
予
備
自
衛
官
補

（
一
般
、
技
能
） 

■
応
募
資
格
　
18
歳
以
上
34
歳
未

満
の
人
（
技
能
資
格
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
） 

■
受
付
期
間
　
1
月
11
日
（
火
）

〜
4
月
6
日
（
水
）
※
試
験
日
は

受
付
時
に
案
内
し
ま
す
。 

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

自
衛
隊
魚
津
地
域
事
務
所
 

1
24
―
1
0
3
6
 

   　
扇
状
地
に
広
が
る
名
水
や
自
然
、

史
跡
な
ど
を
地
域
学
芸
員
と
一
緒

に
巡
る
好
評
の
バ
ス
ツ
ア
ー
。
今
回

は
「
黒
部
川
扇
状
地
の
産
業
を
見

学
し
よ
う
」
と
題
し
、
Ｙ
Ｋ
Ｋ
黒

部
工
場
、
ア
サ
ヒ
飲
料
北
陸
工
場

な
ど
を
見
学
し
ま
す
。 

■
日
時
　
1
月
17
日
（
月
） 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
 

■
集
合
場
所
　
黒
部
あ
る
ぺ
ん
村
 

　
※
昼
食
は
各
自
持
参
く
だ
さ
い
。 

■
参
加
料
　
5
0
0
円
（
資
料
代
、

保
険
料
と
し
て
） 

■
定
員
　
25
人
（
先
着
順
） 

■
申
込
方
法
　
1
月
14
日
（
金
）

ま
で
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
、
①
氏
名
②
年
齢
③
連
絡
先

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

新
川
広
域
圏
事
務
組
合
水
博
物
館

構
想
推
進
室
　
1
25
―
0
1
0
6
 

5
24
―
2
9
5
3
 

□m
iz
u
h
a
k
u
@
n
iik
a
w
a
- 

ko
u
iki.jp

 

   　
新
川
厚
生
セ
ン
タ
ー
の
う
つ
家

族
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
う

つ
病
の
正
し
い
知
識
や
接
し
方
を

学
び
、
ご
家
族
の
回
復
を
支
え
ま

し
ょ
う
。
希
望
者
は
事
前
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
無
料
。 

■
日
程
（
全
2
回
） 

①
2
月
7
日
（
月
）
午
後
2
時
〜

4
時
②
2
月
24
日
（
木
）
午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分
 

■
場
所
　
新
川
厚
生
セ
ン
タ
ー
 

■
対
象
　
う
つ
病
患
者
の
家
族
（
原

則
、
主
治
医
が
い
る
人
） 

■
内
容
　
講
義
と
座
談
会
 

①
「
う
つ
病
の
理
解
と
ケ
ア
」
講

師
＝
江
守
賢
次
氏
（
厚
生
連
滑
川

病
院
精
神
科
診
療
部
長
）
②
「
患

者
が
望
む
家
族
の
対
応
」
講
師
＝

赤
穂
依
鈴
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ッ

セ
ン
ス
ク
ラ
ブ
理
事
長
） 

　
※
①
②
は
各
日
程
の
講
義
内
容
 

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

新
川
厚
生
セ
ン
タ
ー
 

1
52
―
2
6
4
7

Mail 

1月16日（日）は深層水無料デー。深層水活用施設に行こう 



善意の窓 

健康宅配便 

●ふれあい広場　月～金曜日　10:00～ 
　親子で遊びに来てね。次のサークル日には、講師や先生

が遊びのお手伝いをしています。月末には誕生会もありますよ。 

▽ちびっ子サークル（1～3歳）毎週水曜日　10:30～ 
▽赤ちゃんサークル（0～1歳）毎週金曜日　10:30～ 
※新年は4日（火）から開きます。 
なお「ふれあい広場」は、冬休みの学童保育期間中はお
休みします。11日（火）からご利用ください。 

◆子育て支援事業 ｢出前保育｣ 
ちびっこサークルで、保育所の先生と一緒に遊びましょう。 
○日時 1月12日（水）10:30～ 

●社会福祉事業資金へ （敬称略） 

亡母ヌイの供養に代えて 

亡母フミの供養に代えて 

社会福祉事業資金として 

 

 

社会福祉事業資金として 

100,000円 

100,000円 

36,320円 

5,000円 

20,000円 

備　　考 金　　額 住 所  

上 飯 野  

上飯野新 

春 日  

氏　名 

本多　幸男 

飯田　正司 

舟渡　　桂 

●物品の部 （敬称略） 

ネコの置物20個、壁掛け5個 

品　　　　　名 住 所  

新 潟 県  

氏　名 

若林由紀子 

あたたかいご芳志に感謝いたします。 
入善町社会福祉協議会・入善町善意銀行  11月11日～12月10日 

児童センター 172-1990
開館時間／午前９時30分～午後６時 

172-1100 

172-0343 
172-5686 

178-1212 

174-2755 
172-1990

入善町役場 

　保健センター 
　社会福祉協議会 

　在宅介護支援センター 

　在宅介護支援センター 
入善児童センター 

健康交流プラザ内 

舟見寿楽苑内 

おあしす新川内 

健 
康 
福 
祉 

と 

写
真
は
2
歳
児
歯
科
健
診
・
3
歳
児
フ
ッ
素
塗
布
に
集
ま
っ
た
よ
い
子
た
ち
 

胎児期から13歳到達までの健康調査 
「エコチル調査」にご協力を 

お知らせ 
脳卒中予防教室に参加しませんか 
　脳卒中につながりやすい高血圧などについて理解を深
め、食事、運動、休養などの生活習慣を考える教室を開
催します。 
●日時　2月3日（木）午前10時～11時30分 
●場所　サンウェル　研修室1・2 
●内容　▽講演「脳卒中の予防とその対処法」 

講師 圓角文英氏（黒部市民病院脳神経外科部長） 
▽講座「かんたん！節塩術」 
講師　町管理栄養士 
※希望者にみそ汁の塩分測定を行います。興
味のある人は、普段家庭で食べているみそ汁
を持参ください。 

●問い合わせ　保健センター　172-0343

なつめ会 

常福寺仏教婦人会 

◆対象者 
①富山市、黒部市、入善町、朝日町に住所がある人 
②協力医療機関を受診できる人 
③平成23年8月1日以降に出産予定の人 

◆調査方法　妊娠確定時に協力医療機関で参加
登録します。調査では、妊婦健診・出産時の採血のほ
か、健康状態や生活環境に関するアンケートにお答
えいただきます。協力医療機関など詳しくは、お問い
合わせください。 

　全国10万人の妊婦さんと
生まれたお子さんを対象に
した、環境省の「子どもの
健康と環境に関する全国調
査（エコチル調査）」の調
査対象地域に、入善町など県内4市町が選ばれました。 
　近年のアレルギーや小児ぜんそく、肥満などの症状が
ある子どもの増加と、環境中のさまざまな要因との関連が
心配されています。調査は、それらの環境要因が子ども
の健康に与える影響を明らかにするため2月から3年間、
地域内で調査協力者を募り、お子さんが胎児の時から
13歳になるまで定期的に健康状態などを追跡調査し、有
効な対策につなげます。 
　子どもたちが健やかに育つ未来づくりのため、出産を
控えた皆さんの協力が欠かせません。ぜひ調査に協力を
お願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●問い合わせ 
　エコチル富山ユニットセンター 
　（富山大学公衆衛生学講座内） 
　1076（415）8842

えん  かく 

エコチルとやま 検索 検索 
ハートフル・フェスティバル 
2010出店売上金の一部として 



おめでた 

ご 結 婚  

おくやみ 

月 の 健 康 ガ イ ド 

月 の 休 日 当 番 医 

 

内　　容 

乳
幼
児
健
康
診
査 

予
防

接
種 
相
　
　
　
　
　
談 

教
　
室 

日　　時 対象など 場所 

1

1

平成22・11・16から　　　 
12・15届け出まで 

平成22・11・16から　　　 
12・15届け出まで 

平成22・11・16から　　　 
12・15届け出まで 

B C G 接 種  

◎ 4 カ 月 児 健 診  

◎1歳6カ月児健診 

☆2歳児フッ素塗布 

◎2歳児歯科健診 

☆3歳児フッ素塗布 

◎ 3 歳 児 健 診  

◎育児相談離乳食相談 

リ ハ ビ リ 相 談  

食事相談（糖尿病など） 

こころの健康相談 

 

ひきこもり等家族相談会 

女 性の健康相談  

障がい者の生活相談 

13:30～14:00 

13:00～13:45 

13:00～13:45 

13:00～13:30 

13:00～13:45 

13:00～13:30 

13:00～13:30 

9:30～11:00 

9:30～11:00 

 

 

9:30～11:00 

14:00～15:30 

13:30～15:00 

 

10:00～13:00

 

H22.9月生まれ 

H21.7月生まれ 

H21.1月生まれ 希望者 

H20.7月生まれ 

H20.1月生まれ 希望者 

H19.7月生まれ 

乳幼児　希望者 

希望者　理学療法士などによる 

事前に予約が必要　管理栄養士による 

事前に予約が必要　精神科医による 

 

希望者　精神保健福祉士による 

希望者 

希望者　担当職員による 

7日fまで予約が必要 

サ 

サ 

サ 

サ 

サ 

サ 

サ 

サ 

サ 

サ 

厚 

サ 

厚 

厚 

む 

サ 

サ 

13 e 

27 e 

21 f 

21 f 

11 c 

11 c 

28 f 

18 c 

12 d 

　　　  随  時 

 

19 d 

　5 d 

毎週 c

　　　  随  時 

13 e

17 b
24 b

メタボリック予防 
ヘルスクッキング 

リハビリ相談 
機能訓練 

受付 
13:00～14:00

アンケートと 
バスタオル持参 
尿検査有り 

アンケートと 
バスタオル持参 

バスタオル持参 

バスタオル持参 

疾病、外傷などの後遺症で身体 
に障がいのある人（希望者） 

希望者　保健師による 
※もの忘れ何でも相談も受け付けます 

第1・3木曜日 
9:30～11:30

第2・4水曜日 
10:00～11:30

診療時間　夜間（年間を通じて毎日）19：00～22：00 
　　　　　日曜日・祝日（土曜日を除く） 
　　　　　　　　　　9:00～12:00、14:00～17:00 
所在地　黒部市民病院内　154-2211

新川医療圏 
小児急患センター 

住所 

吉　原 

青　木 

今　江 

舟　見 

上　野 

舟　見 

椚　山 

浦山新 

木　根 

保護者 

四十物　渉 

石　　康裕 

小坂　晃祥 

沢井　　剛 

笠原　逸平

愛場　正実 

松本　英樹 

市森　康幸 

小林　竜志 

名前 

来　海 

利音人 

英　愛 

　楓　 

　蓮　 

花　穂 

ら　ら 

悠　慎 

奈　未 

性別 

女 

男 

女 

女 

男 

女 

女 

男 

女 

氏名 

南保　克哉 
島田　　竜 
白又　守人 
池原　　純 
米原　庸平 
上田　昌史 
山本　直人 

住所 

板　屋 
下飯野 
入　膳 
板　屋 
入　膳 
入　膳 
道　古 

氏名 

小泉　怜奈 
藤田　美咲 
山口　智美 
中易つかさ 
川嶋　光帆 
村椿瑠美子 
谷口　理恵 

住所 

魚津市 
入　膳 
入　膳 
浦山新 
東京都 
黒部市 
朝日町 

住所 

下　山 
小　杉 
入　膳 
入　膳 
入　膳 
上飯野新 
青　島 
小　杉 
上　野 
新　屋 
入　膳 
上　野 
芦　崎 
下飯野 
今　江 
下　山 
舟　見 
袖　沢 
横　山 
田　中 
小摺戸 
野　中 
五十里 
青木新 
野　中 
西　中 
下飯野 

世帯主 

本　人 
本　人 
貞 
本　人 
本　人 
正　司 
　義 
昌　英 
敬　三 
本　人 
本　人 
本　人 
本　人 
梅　子 
眞　一 
本　人 
本　人 
本　人 
本　人 
和　夫 
明　範 
重　義 
本　人 
正　美 
利　広 
本　人 
不二夫 

氏名 

袖野　益一 
西嶋　松雄 
竹内　　彰 
米澤四三郎 
藤井　和子 
飯田　フミ 
込尾　清子 
小杉　直　 
寳田　　衛 
小林　留夫 
五十里文雄 
村田　與二 
岡田　由松 
塚田　信一 
長原ハルヱ 
鍋嶋　武義 
金山　きよ 
野坂　義張 
金山　金藏 
田中　もり 
青塚　兵作 
川畠　　弘 
沼田　俊雄 
松岡百合子 
下山田和子 
百石　順二 
伊野　三郎 

年齢 

83 
85 
66 
88 
78 
100 
64 
81 
42 
70 
81 
68 
93 
97 
87 
96 
104 
81 
92 
101 
84 
76 
92 
72 
77 
71 
88

 

全地区。接種対象：生後2カ月～ 
6カ月になるまでの間に1回接種 

サ…健康交流プラザ「サンウェル」　厚…新川厚生センター 152-2647 
む…新川むつみ園 178-1140 （夜間は 178-1131） 
 

野 島 医 院  

宝 田 医 院  

中 川 医 院  

新 田 眼 科  

あわの産婦人科医院 

米 沢 医 院  

坂 本 記 念 病 院  

嶋 田 医 院  

78-2300 

74-2288 

72-0336 

72-0078 

72-0588 

72-0039 

72-5555 

76-0121

1日- 

2日a 

3日b 

9日a 

10日-

16日a

23日a

30日a

入　膳 

入　膳 

入　膳 

朝日町 

入　膳 

朝日町 

魚津市 

魚津市 

1

1

1

1

1

1

1

1

72-4848 

72-1324 

74-1633 

82-0204 

72-2003 

83-8550 

24-7811 

24-5757

1

1

1

1

1

1

1

1

西島歯科医院 

林 歯 科 医 院  

田中博歯科医院 

大菅歯科医院 

佐藤歯科医院 

弥忠田歯科医院 

米山歯科クリニック 

奥村歯科医院 

※予防接種には母子健康手帳と予診票を持参。　※◎印の健診などには母子健康手帳とバスタオルを持参。 
※1歳6カ月児健診時、フッ素塗布（歯）を希望者に行います。その後、半年ごとに計5回行います。 
☆フッ素塗布には、歯をきれいに磨き、母子健康手帳、タオル、フッ素代と歯ブラシ代（230円）を持参。 
※予防接種は約1時間、健診は約2時間かかります。　※健康相談には健康手帳を持参。 

くる  　　み 

り　お　と 

え　　 れん   

　かえで 

　れん 

か 　 ほ  

 

ゆう  　しん 

な 　 み  



五十里 美波 さ 　ん （東五十里・21歳） 

さわやかトーク 

0939-0693 富山県下新川郡入善町入膳3255 10765（72）1100　FAX.0765（74）0067 
入善町ホームページ http://www.town.nyuzen.toyama.jp/　入善町代表アドレス info@town.nyuzen.toyama.jp

●広報紙に掲載されている写真をお分けします。（18×13㌢・1枚150円） 

No.642　発行：富山県入善町　印刷：㈲東光印刷　2010年（平成22年）12月27日発行 広報 入善 広報 入善 

編
集
室
 

平成22年11月末現在 口と世帯数 

（  ）内は前月比［  ］内は前年同月比 

　県内の短大で福祉を学び、舟見寿楽苑に

勤めて2年目。介護職員として、入所者の食事

や入浴などの手助けをしています。まだまだ分

からないことが多くありますが、周りの優しい

先輩を見習い、介護福祉士として早く一人前

になれるよう頑張っています。 

　施設では安全な介護はもちろん、入所者と

のコミュニケーションを大切にしています。

明るい笑顔を絶やさず気を配り、入所者や家

族の皆さんに気持ちよく過ごしてもらえるとう

れしいですね。また「ありがとう」の言葉がとて

も励みになっています。 

　クラシック音楽が好きで先日、ショパンの

生誕200周年を祝うピアノコンサートに行き

ました。心が癒やされるとともに、小さい時か

らピアノを習っていたので、また弾いてみたく

なりました。時間を見つけて練習し、施設の行

事などで披露してみようかな。 

●「さわやかトーク」にでませんか！　高校卒業
から20代独身男女の皆さん、気軽にお電話くださ
い。お待ちしています。 　  秘書政策係 内線201

BOOKSINFORMATION
図書館インフォメーション 

開館時間／午前9時30分～午後6時　　　　入善町立図書館172-0180

1月の休館日／1日-～3日b、10日を除く月曜日、11日c、28日f

貸し出し／図書：何冊でもOK（雑誌は前の号）、カセット・CD・ビデオ：2点まで 

●今月の新刊　「歌うクジラ（村上龍）」「沈黙の檻（堂場瞬一）」「親鸞と道
元（五木寛之）」「シティ・マラソンズ（三浦しをん）」「人生の終いじたく（中
村メイコ）」「神の国に殉ず（阿部牧郎）」「妻の超然（絲山秋子）」「灰色の虹
（貫井徳郎）」ほか多数 

　
こ
と
し
は
卯
年
。
ウ
サ
ギ
に
ま

つ
わ
る
こ
と
わ
ざ
に
「
兎
の
上
り
坂
」

が
あ
り
ま
す
。
物
事
が
良
い
条
件

に
恵
ま
れ
て
早
く
進
む
こ
と
の
例

え
で
す
。
私
た
ち
も
ウ
サ
ギ
に
あ

や
か
り
、
優
れ
た
文
学
作
品
と
出

会
い
、
2
0
1
1
年
を
飛
躍
の
年

に
し
た
い
も
の
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
本
年
度
の
文
学
賞
受

賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
芥
川
賞

は
「
乙
女
の
密
告
（
赤
染
晶
子
）」。

直
木
賞
は
「
小
さ
い
お
う
ち
（
中

島
京
子
）」「
廃
墟
に
乞
う
（
佐
々

木
譲
）」「
ほ
か
な
ら
ぬ
人
へ
（
白

石
一
文
）」
の
3
作
品
。
山
本
周
五

郎
賞
は
「
光
媒
の
花
（
道
尾
秀
介
）」

と
「
後
悔
と
真
実
の
色
（
貫
井
徳

郎
）」。
吉
川
英
治
新
人
賞
、
本
屋

大
賞
の
ダ
ブ
ル
受
賞
に
「
天
地
明

察
（
冲
方
丁
）」
な
ど
。 

　
図
書
館
で
は
い
ろ
い
ろ
な
本
を

取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
の
で
、
本

年
も
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
心
か
ら

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

　
仲
間
外
れ
に
さ
れ
た
黒
色
の
ク

レ
ヨ
ン
の
お
か
げ
で
、
き
れ
い
な

花
火
の
絵
が
出
来
上
が
り
、
ほ
か

の
色
と
仲
直
り
す
る
絵
本
で
す
。

3
歳
の
時
か
ら
好
き
な
本
の
一
つ

で
、
今
で
も
よ
く
読
ん
で
い
ま
す
。

家
で
は
、
黒
色
の
ク
レ
ヨ
ン
が
早

く
な
く
な
り
ま
す
が
、
き
れ
い
な

水
色
が
一
番
大
好
き
で
す
。 

 
年
読
み
初
め
に
文
学
賞
作
品
を 

●
出
会
い
の
一
冊 

「
く
れ
よ
ん
の
く
ろ
く
ん
」 

 

人　口● 

　　男： 

　　女： 

世帯数● 

（－ 

（－ 

（－ 

（＋ 

20） 

13） 

7） 

11） 

［－ 

［－ 

［－ 

［＋ 

293］ 

146］ 

147］ 

17］ 

27,045人 

13,000人 

14,045人 

8,632戸 

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
「
広
報
入

善
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

▼
初
春
の
つ
ぶ
や
き
を
一
つ
。
先

月
末
に
13
歳
に
な
っ
た
ウ
サ
ギ
が

家
に
い
ま
す
。
獣
医
師
に
よ
る
と
、

人
間
で
は
94
歳
ほ
ど
で
、
あ
と
一

年
も
す
る
と
1
0
0
歳
を
超
え
そ

う
で
す
。
話
が
で
き
る
な
ら
、
長

寿
の
こ
つ
を
聞
き
た
い
も
の
で
す

▼
29
年
ぶ
り
に
常
用
漢
字
が
見
直

さ
れ
、
本
誌
も
新
漢
字
表
に
対
応
。

気
分
一
新
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
さ
て
、

去
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
は
「
暑
」。

大
雪
が
続
い
た
去
年
は
春
先
が
寒

く
、
夏
は
連
日
の
猛
暑
。
一
等
米

比
率
が
30
％
台
と
な
る
な
ど
天
候

に
悩
ま
さ
れ
た
年
で
し
た
。
こ
と

し
は
皆
さ
ん
に
と
っ
て
よ
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
に
。
○田

 

な
か
や
み
わ
作
・
絵
／
童
心
社
 

柳
澤 

葉
月
さ
ん（
一
宿
・
7
歳
） 

しま 

いとやま 

2011

う
 

う
さ
ぎ
 

う
ぶ 

か
た 

と
う 




